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　食に関する知識や健全な食生活への関
心が高まっている現代。身近にある三島・田
方地区の『オンリーワン食材』を見つめ直し
てみませんか？
　この特集では、『オンリーワン食材』を旬の
情報とともに紹介し、それらを生産する生産
者の想いや消費者の声をお伝えします。

問合せ／政策推進課☎（72）1187

　食に関する知識や健全な食生活への関
心が高まっている現代。身近にある三島・田
方地区の『オンリーワン食材』を見つめ直し
てみませんか？
　この特集では、『オンリーワン食材』を旬の
情報とともに紹介し、それらを生産する生産
者の想いや消費者の声をお伝えします。

問合せ／政策推進課☎（72）1187

　食に関する知識や健全な食生活への関
心が高まっている現代。身近にある三島・田
方地区の『オンリーワン食材』を見つめ直し
てみませんか？
　この特集では、『オンリーワン食材』を旬の
情報とともに紹介し、それらを生産する生産
者の想いや消費者の声をお伝えします。

問合せ／政策推進課☎（72）1187

　伊豆の魅力は海や山、川や温泉などさま
ざまです。その中でも、中伊豆地域はその
地形や気候などを活かして多くの作物が育
ち、中には地域のブランドとして親しまれて
いるものもあります。この『食』は、ほかの要
素とともに中伊豆地域の大きな魅力の源
になっているといえます。伊豆の魅力と
『食』により元気でにぎやかな地域づくりを
推進します。

ー伊食同源とはー

※田方広報研究会とは、伊豆市、伊豆の国市、函南町、JA
伊豆の国、伊豆保健医療センターの各広報担当者で構
成されている研究会です。本特集は、三島市、JA三島函
南農協の広報担当者にもご協力いただきました。
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変化に富んだ地形が生んだ特産品

カンショ（三島市）
　三島の佐野地区は、カンショ（＝サツマイモ）の生産に最
適で、昔から『山北印』と呼ばれる三島甘藷は高い評価を
受けてきました。ホクホク感としっとり感を同時に味わえ、
マスクメロンと同等の14度前後の糖度があります。

ワサビ（伊豆市）

バレイショ（三島市）
　三島馬鈴薯は、東京や大阪な
どの高級ホテルやレストランが
こぞって求めるほどの食材です。

　天城山からのわき出るミネ
ラルたっぷりの水と夏でも涼
しい気候に恵まれ、おいしい
ワサビが栽培できます。

ミニトマト（伊豆の国市）
　緻密な肉質で味が良く、美し
い光沢ときれいな球形をした
ミニトマト。新規就農者（ニュー
ファーマー）も活躍しています。

農産物カレンダー

春　　　　イチゴ（11月～5月）

　　　　タケノコ（3月～5月）

　　　　タマネギ（4月～8月）

夏

秋

冬

　　　　スイカ（6月～10月）

　　　　バレイショ（6月～8月）

　　　　トマト・ミニトマト

ナス

露地（５月～8月）
ハウス（10月～7月）

　　　　カンショ（10月～5月）

　　　　黒米（11月）

　　　　ミカン（10月～12月）

　　　　キャベツ（10月～5月）

　　　　シイタケ（通年）

　　　　ダイコン（11月～4月）

　　　　ニンジン（11月～2月）

　　　　レタス（12月～2月）

　　　　ワサビ（通年）

　　　　弘法芋（11月～12月）

ナス（函南町）

　黒紫色で表面にハリツヤが
あり、みずみずしく、トゲのある
ヘタと実の境の白い部分が多
いのが新鮮な証です。

　わたしたちが住む三島・田方地区は、平野、中山間地、沿
岸部と、変化に富んだ地形を生かして、さまざまな特産品
を生産しています。

※三島・田方地区で生産している主な
　農産物の収穫時期です。

スイカ（函南町）
　ツルが付いた『 平 』
のスイカは新鮮な証
拠。火山灰土と寒暖差
の土地のバランスに
より生まれる甘さとシ
ャリッとした食感はま
さに函南名物。
　秋にとれる抑制ス
イカは少し小玉でＴ
字のツルが特徴で贈
答品としてもピッタリ。

シイタケ（伊豆市）
　伊豆市は原木シイ
タケの発祥の地。気
候が温暖で、降雨量
も多く、シイタケ栽培
に適した気候です。
肉厚でプリプリとし
た食感と香り、味の
良さが自慢です。

イチゴ（伊豆の国市）
　伊豆の国市は、県
下を代表するイチゴ
『紅ほっぺ』の産地。
大粒で甘みとほど良
い酸味、こくがあり、ほ
っぺが落ちるほどお
いしいです。安全・安
心、高品質化に向け
た生産を徹底してい
ます。

露地（6月～9月）
ハウス（11月～7月）

医食同源　日本語
　　　↓
薬食同源　中国語
　　　↓
　薬（医薬）と食（食
べること）は健康を
維持する上で同じこ
とを意味し、その源
になっています。

　み  しま   かん  しょ
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みんな地元野菜　“ だ～いすき ”

わたしたちが “ 想い ”を　込めて育ててます －生産者の想い－

－消費者の声－
三島市在住

仕
し へ い

平さん

伊豆市在住
菊
き く ち

池さんご家族

伊豆の国市在住
前
ま え だ

田さんご夫婦

函南町在住
久

く ぼ
保さん

１．おいしいイチゴの見分け方は？
　『紅ほっぺ』は、ツヤがあって深みのある赤色が一番。形
は膨らみがあって丸く、種子（つぶ）の間隔が広いものがお
いしいです。

２．イチゴのおいしい食べ方を教えて
　イチゴは先端の方が甘いので、ヘタをとってヘタの方から
食べると、最後まで口の中に甘みが残ります。

３．イチゴへの熱き想い
　主に作っている『紅ほっぺ』は、味はもちろんのこと、形も
きれいです。イチゴはケーキや贈り物など特別な機会に食べ
てもらうことが多いので、私たちも心を込めて作っています。
農業はやった分だけ見返りがある、手応えのある仕事。健康
的な生活もできるので、若い人たちにもぜひ興味を持ってほ
しいです。

１．おいしいスイカの見分け方は？
　　　   のシールが貼ってあるものすべてがお勧めです。一つ一
つ農協で検査をしているので、味に間違いはないです。

２．スイカのおいしい食べ方を教えて
　やっぱり、そのまま食べるのが一番です。冷やしすぎると甘み
が飛ぶので、食べる３時間前に冷やすのがお勧めです。スイカは
中心部分が一番甘いので、切り分ける際には、すべてに中心部分
がいくように切り分けて欲しいですね。

３．スイカへの熱き想い
　函南西瓜のブランドは裏切れません。50 年の歴史の中で先輩
たちが築き上げた伝統を継続していき、また、今まで以上のもの
を築き上げていきたいです。消費者が「買ってよかったなぁ」「ま
た食べたいなぁ」と思うものを作っていきたいです。

１．おいしいカンショの見分け方は？
　カンショ（甘藷）は、ぷっくらしていて、色ツヤが良いも
のがおいしいです。

２．カンショのおいしい食べ方を教えて
　カンショは、時間をかけてじっくり加熱すると、軟らかく、
うま味が出てしっとりしてきます。お勧めは、さつま汁。大
鍋で作り、最後はうどんを入れて食べると最高です。また、
てんぷらも甘さが際立って、おいしいですね。

３．カンショへの熱き想い
　佐野地区で生産される山北印の『三島甘藷』は、昭和初期
から全国的に味が一番良いと評価を得ていた、昔からの名産
品です。わたしたちは、伝統に恥じないカンショを今も生産
し、往年のブランドをそのまま引き継いでいます。

１．おいしいシイタケの見分け方は？
　実が肉厚であること、傘が巻いていること、新鮮さの目印
となる輪

り ん

皮
ぴ

（※）があること。また、1 ～ 2 月は、育つまでに 1
カ月ぐらい時間がかかるため、香りがとても豊かです。

（※）輪皮とは、傘の上に浮かぶ白い輪の形をした粉状のものです。

２．シイタケのおいしい食べ方を教えて
　炭火で焼いて食べるのが一番。また、干しシイタケの戻し汁も
おいしいですね。戻し汁を、だしとして使うと抜群のおいしさです。

３．シイタケへの熱き想い
　今なお放射能の風評被害があります。しかし、今現在流通され
ているものは、検査をして基準値以下なので、安全です。伝えた
いのは、わたしたちが愛情を込めて作ったシイタケを、皆さんに
おいしく食べてほしいという気持ちだけです。

平
ひらの

野　光
みつなお

直さん（三島市佐野）

新 鮮・ 安 心・ 安 全 で、 ほ
かの地域では購入できな
いものもあります。すぐ
に売り切れてしまうほど
人気があります。

生産者の顔や名前が分か
り安心して使え、旬のも
のがそろいます。形や色、
値段と量のバランスなど
を見て買っています。

直売所でインタビュー 新鮮で安心して食べら
れます。特に輸入物が
多い梅干しなどは、地
元産だと安心だし安く
手に入るのがうれしい
です。

近くて生産者の顔が見える
ため、身近に感じます。と
れたての野菜がすぐに消費
者に届き、自分の欲しいも
のがすぐ手に入るのがうれ
しいです。

シイタケ 生産者

勝
かつまた

又　浩
ひろゆき

之さん（伊豆市冷川） 栗
くりた

田　稔
みのる

さん（函南町大竹）

スイカ 生産者

カンショ 生産者 イチゴ 生産者

『  平  』

植
うえまつ

松　稔
みのる

さん
　（伊豆の国市韮山多田）



　　　　静岡県栄養士会がプロデュース！ 簡単でとってもヘルシー！

　　　　　　  旬の食材を使って L e t ’sクッキング！
　　　　静岡県栄養士会がプロデュース！ 簡単でとってもヘルシー！

　　　　　　  旬の食材を使って L e t ’sクッキング！
Cook
ing

静岡県栄養士会
鈴木 晴美さん
静岡県栄養士会
鈴木 晴美さん

静岡県栄養士会
豊島 つぐみさん
静岡県栄養士会
豊島 つぐみさん

わたしが教えます！
『旬の食材』のここが最高！

JA静岡厚生連リハビリテーション中伊豆温泉病院
飯田 みつ江 先生

JA静岡厚生連リハビリテーション中伊豆温泉病院
飯田 みつ江 先生

◆材料と作り方（4人前）◆

◆鶏の唐揚げ

①ジャガイモは乱切り、ダイコンは1㎝幅、

　ニンジンは5㎜幅のいちょう切りに、生

シイタケは4つ切りにする。

②コンニャクは一口大に切り、ゆがく。

④【B】で味をつけ、ジャガイモ以

外の材料を加え、弱火で煮る。10

分ほどたったら、ジャガイモを加

え、軟らかくなるまで煮る。

◆野菜の中華和え
キャベツ120g、ニンジン40g、小松菜

100g、塩適量、【C】（しょうゆ大さじ１、酢

大さじ1/2、砂糖小さじ2、ゴマ油小さじ１）

①ニンジンは千切り、キャベツは1㎝幅、小

　松菜は3㎝幅に切り、塩ゆでして冷ます。

②①に【C】を混ぜ和える。

◆大学芋
サツマイモ250g、【D】（砂糖大さじ3、水大

さじ１、しょうゆ小さじ１）、ゴマ適量

①サツマイモは皮付きのまま乱切りにし、

　水にさらしてあく抜きし、水気をふき取

　り160℃の油で揚げる。

②【D】を煮立てとろみが付いたら、サツマ

　イモを絡め、好みでゴマをふる。

◆黒米ごはんおにぎり
白米2合、黒米大さじ1、白ゴマ適量

①白米と黒米を合わせ普通に炊く。おむ　

　すびを作り上に白ゴマを振る。

◆梅シロップゼリー
水500cc、粉寒天1袋（3g）、砂糖大さじ3、

梅シロップ100cc、缶詰のミカン適量

①鍋に水、粉寒天、砂糖を入れ中火にかけ

　て溶かしひと煮立ちさせる。火を止めて

　梅シロップを加える。

②ゼリーカップに缶詰のミカンを2粒ずつ

　入れ、寒天液を注ぐ。

③粗熱が取れたら冷蔵庫で冷ます。

◆材料と作り方（4人前）◆

◆弘法芋のホイル焼き
弘法芋（またはヤマトイモなど）400ｇ、シ

イタケ4枚、ベーコン2枚、無塩バター20

ｇ、味噌20ｇ、砂糖大さじ２、ワサビ適量、

ニンジン120g

①弘法芋は1㎝程度の厚さに切り、シイ　

　タケはそぎ切りにする。

をのせる。ホイルで包み、200℃の

オーブンで10分焼く。器に盛り、薄

味に煮たニンジンを添える。

③食べるときにすったワサビを

のせる。

◆豆乳茶碗蒸し
卵L2個、豆乳360㏄、【E】（塩小

さじ1/4、しょうゆ小さじ1/2、

酒小さじ2/3）

〈あん〉鶏ひき肉40ｇ、【F】（だし汁120cc、

しょうゆ小さじ2/3、塩一つまみ）、片栗粉

小さじ2、針ショウガ適量

①卵を割りほぐし、豆乳、【E】を合わせ、こ

　してから容器に入れて、強火で7分、弱

　火で5分、『す』が入らないように蒸す。

②鶏ひき肉をぬるま湯でよくほぐし、ザル

　にあげて水気をきる。

③【F】に肉を入れて、ひと煮たちさせ、肉

　に火が通ったら水溶き片栗粉で軽くト

　ロミを付ける。茶碗蒸しの上にあんを流

し入れる。

◆ダイコン葉の炒め物
ダイコン葉320ｇ、しょうゆ大さじ1/2、酒

小さじ１、ごま油大さじ1、おかか小2袋

①ダイコン葉は、根元3ｃｍと、葉の多い

　ところは切り落とす。茎は斜めに薄切り

　にし、葉は2cm幅に切る。

②ごま油を熱したフライパンに入れ、炒め

　る。全体がしんなりしたら鍋肌からしょ

　うゆ、酒を回し入れ、水分が少なくなっ

　たらおかかを絡めて火を止める。　三島・田方地区には、まだまだたくさんの食材があります。今
回の取材を通じて、『旬』を生み出している生産者の苦労や
食材への愛情を感じることができ、わたしたち自身も、各
地域で新たな発見がありました。
　おいしいものを食べると自然と笑顔
になります。『旬の食材』には、その力
があります。ご近所の八百屋やスー
パーなどでは、地元の野菜を取り扱
っています。『旬の食材』を口にしたら、

きっと笑顔のあなたがそこにいるはずで
す！皆さん、『旬』を探しに行きましょう！

3  四季を味覚から堪能しよう！

　四季のある日本では、人の体温や血圧も日々変化を
繰り返しています。季節に合わせて自然が提供してくれ
る野菜、それが『旬の野菜』です。
　冬の間、眠っていた細胞を起こすために『新芽』や『心
葉』は、良質なたんぱく質、ビタミン、ミネラルを含み、苦
味が目を覚まさせてくれます。
　今が旬のカンショは、ビタミンが豊富で、食べるだけ
で十分な栄養をとることができる万能食材です。また、
抗酸化作用があり、動脈硬化、がん予防、アンチエイジ
ングといった体にとっても良い効果ばかりです。サプリ
メントを摂らなくても、『旬の野菜』は体の不調を解消し
てくれます。
　三島・田方地区には素晴らしい食材がたくさんありま
す。『旬の野菜』を食べて心も体も健康になりましょう！

（μg）

1 12111098765432 （月）
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出典：『野菜のビタミンとミネラル』編著：辻村卓ほか、女子栄養大学出版部（2003）より

　ここでは、なぜ『旬の食材』がおいしいのか、体に良いのかを、
管理栄養士の飯田みつ江先生に伺いました。 い

っ
ぱ
い
遊
ん
で

い
っ
ぱ
い
食
べ
よ
う
！
『食べ盛りのキミへ』メニュー

【栄養価（1人前）】
◇エネルギー…621kcal ◇塩分…1.7ｇ
◇たんぱく質…19.7ｇ ◇脂質…14.4ｇ

小学校中学年の
お子さんに合わせ
たカロリー計算を
しています

『おいしく健康』メニュー

体
の
こ
と
が
気
に
な
る

お
父
さ
ん
に
！

【栄養価（1人前）】※ごはん200ｇ含む
◇エネルギー…697kcal ◇塩分…2.2ｇ
◇たんぱく質…22.8ｇ ◇脂質…18.2ｇ

各市町写真
子どもたちの笑顔
（給食・収穫等）

各市町写真
子どもたちの笑顔
（給食・収穫等）

『旬の食材』はみんなを笑顔に

2  旬の野菜は栄養バッチリ！お財布にもやさしい！

　『旬の野菜』は、安価で家計に優しく栄養満点！良いこ
とばかりです。ほとんどの野菜の栄養価は、年間を通じ
て多い少ないはあっても必ず山があり、特に栄養価の
高い時期があります。
　その山の時期は、ちょうど昔からいわれる『旬の時期』
と重なっています（下図参照）。

1  心も体も潤う『旬の味』
　『新米』『新ジャガ』『新タマネギ』とれたての作物は
新鮮なうちに料理して食べましょう！口いっぱいに広が
るおいしさと幸福感は、何歳になっても覚えているもの
です。作物にあった適地で、適した時期にとれる、新鮮
な栄養分いっぱいのおいしい野菜が『旬の野菜』です。

毎日仕事を頑張るお
父さんにオススメヘ
ルシーメニューです。
健康な体が一番！

鶏モモ肉一枚、【A】（おろしショウガ小さじ

1/2、しょうゆ・酒各大さじ1）、片栗粉大さじ2

①鶏モモ肉を一口大に切る。

②【A】で下味をつける。水気をとり、片栗　

　粉をまぶし、170℃の油で揚げる。

◆ジャガイモと根菜の煮物
ジャガイモ300g、ダイコン200g、ニンジン

50g、生シイタケ4枚、コンニャク60g、油揚げ

1枚、【B】（だし汁2カップ、砂糖大さじ１、しょ

うゆ大さじ2、酒大さじ1、みりん大さじ1）

③油揚げは油抜きをし、縦半分に切

　り7㎜幅の短冊切りにする。

②ホイルを広げ、ベーコンを挟みながら　

　弘法芋とシイタケを交互に重ねて並べ　

　る。味噌と砂糖をよく混ぜてかけ、バター

※静岡県栄養士会ホームページには、ヘルシーで地産地消にこだわったレシピ情報が満載です。詳しくは…　　　　静岡県栄養士会　　　検索

すずき　はるみすずき　はるみ

とよしまとよしま

いいだいいだ
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　持続的な林業経営を通じた安定的な木材生産と豊かな森づくりのために
は、優れた森林技術者の育成が不可欠です。次代を担う森林・林業の担い手
育成の契機とするため、講演と林業者によるディスカッションを行います。
席に多少の余裕があります。この機会にぜひ、ご参加ください。

とき・ところ／9時45分～12時40分　天城ドーム（上船原）
内容／○特別講演『一瞬で終わらない美しさ　 　
　　　　　　  　　 ～緑のある日本～』
　　　　森 理世さん（ミスユニバース2007）
　　　○パネルディスカッション
           『ふじのくに森林を守り育て活かす人
    　      づくりの取組』
　　　　パネリスト　水谷 伸吉さん
　　　　　　　　　　（more trees 事務局長）
　　　　　　　　　  牧 大介さん（(株)西粟倉・森の学校代表取締役）
　　　　　　　　　  仲尾 浩さん（(有)愛美林 代表取締役）
　　　　　　　　　  森 理世さん（ミスユニバース2007）
　　　   コーディネーター　有馬 孝禮さん（東京大学名誉教授）

ところ／あまぎの森
内容／皇太子殿下による
第50回全国植樹祭（平成
11年開催）お手植え樹木
のお手入れ

お手入れ行事
（育樹祭行事）

天城ドームへの来場は『無料シャトルバス』をご利用ください！
※自家用車での来場はご遠慮ください
天城ドームへの来場は『無料シャトルバス』をご利用ください！
※自家用車での来場はご遠慮ください

湯ヶ島 ⇔ 市山 ⇔ 吉奈温泉口 ⇔ 月ヶ瀬中 ⇔ 天城中学校 ⇔ 林金 ⇔ 会場

　当日は、育樹祭開催に伴い市内道路の一部で交通規制が行われ、道路渋滞や交通混雑が予想されます。
また、会場（天城ドーム）は、駐車場が少ないため、駐車をお断りすることがあります（路上での駐車場空き
待ちはできません）ので、自家用車での来場はご遠慮ください。
　来場の際は、下記の『無料シャトルバス乗降場所バス停』をご利用ください。

市役所中伊豆支所 ⇔ 白岩 ⇔ 上和田橋 ⇔ 日向バイパス（日向公民館口） ⇔ 旭滝口 ⇔ 佐野川端 ⇔ 柿木橋 ⇔ ＪＡ狩野
支店 ⇔ 出口 ⇔ 宝蔵院前 ⇔ 会場

八木沢郵便局 ⇔ 八木沢 ⇔ 土肥金山 ⇔ 土肥温泉 ⇔ 大薮 ⇔ 市役所土肥支所 ⇔  水神橋 ⇔ 土肥団地 ⇔ 平石 ⇔ 会場

修善寺駅 ⇔ 市役所本庁前 ⇔ 本立野 ⇔ 旭滝口 ⇔ 佐野川端 ⇔ 柿木橋 ⇔ ＪＡ狩野支店 ⇔ 出口 ⇔ 宝蔵院前 ⇔ 会場

▲お手入れ会場のあまぎの森

第
３６
回
全
国
育
樹
祭

　

   

市
内
関
連
行
事
情
報
！

第
３６
回
全
国
育
樹
祭

　

   

市
内
関
連
行
事
情
報
！

　『
木
を
植
え
て 

育
て
て
活
か
す 

緑
の
力
』を
大
会
テ
ー
マ
に
、１１
月
１０
日

（
土
）、１１
日（
日
）の
両
日
、第
３６
回
全
国
育
樹
祭
が
静
岡
県
を
会
場
に
開

催
さ
れ
、県
内
各
地
で
式
典
行
事
、併
催
行
事
、記
念
行
事
が
行
わ
れ
ま
す
。

　
こ
の
う
ち
、伊
豆
市
で
は
、10
日（
土
）に
天
城
ド
ー
ム
と
あ
ま
ぎ
の
森
で

関
連
行
事
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
問
合
せ
／
農
林
水
産
課
☎(

72)

９
８
９
３

木のいいにおいと自然のぬくもり

○木はだ織り製品の展示販売○木製キーホルダー、ストラッ
プの販売○木製の器、カトラリーの販売○間伐材を利用した
木製品の展示販売○日本の林業を支える国産木製品の販売
○岡山県西栗倉村からきた木製キッチン雑貨、インテリア家
具、服飾雑貨の展示・販売

みんなでつくろう！木工体験

自然を学んでやさしく暮らそう

○紙すき○自然にやさしい暮らし方パネル展示○自然にや
さしいせっけんの販売○森林の映画ＤＶＤ販売（ワクワクする
未来の創り方、ラオスの風、森を守る）○地球のかけら『Ｄｏｐ
ａｓ』で恐竜を描こう○『ふじのくに美しく品格のある邑』のパ
ネル展示

森森食べよう静岡・伊豆の幸

○イズシカ丼○伊豆産シイタケ、シイタケ炊き込みごはんの
試食○伊豆産本ワサビ、ワサビ漬、ワサビみそ○長泉あした
かつ○梅シロップ、梅干し、梅びとチラシ寿司○さんま寿司、
ふのり、ひじき、ふきみそ○みしまコロッケ○富士のお茶試
飲サービス、販売
※そのほかご当地物産も多数販売します！

もりもり 写真

○プランターキットの組立○木のスプーン作り○間伐木・竹
製品づくり体験（竹とんぼ、ウグイス笛、バランスとんぼ、大
根鉄砲ほか）

▲森 理世さん

当日の参加・見学
はできません。

注 意

食べる

買う

作る

学ぶ
○行き　修善寺駅発シャトルバス　　8時20分～13時30分の間、約20分間隔で運行
　　　　他路線シャトルバス　　　　8時30分ごろから、30～40分間隔で運行
○帰り　 すべてのシャトルバス　　　10時～16時の間、20～40分間隔で運行

修善寺駅（市役所本庁） ⇔ 会場
　

土肥方面 ⇔ 会場　

中伊豆方面 ⇔ 会場　

天城湯ケ島方面 ⇔ 会場
　

11/10㊏
開催！！

サテライト会場（記念行事）　
～来て！見て！体験！木とのふれあい広場～

主催／静岡県、伊豆市

　ステージアトラクションや親子木工体験、ご当地グルメなどの
イベントブースが出展します。木とのふれあいを楽しんでもらえ
るよう皆さんのお越しをお待ちしています。

とき・ところ／9時30分～15時30分　天城ドーム（上船原）
内容／ステージアトラクション
　　　　○天城連峰太鼓
　　　　○2012フレディーズ（農林水産省『みどりの大使』）
　　　　○大型ビジョンによるお手入れ行事の放映
　　　　○ワクワクする未来を創るフィルム＆トークライブ
　　　　　（Green Drop森 理絵さん、掛井 一徳さん）

広場イベント
ブース

親子木工体験、ご当地グルメなど、
　　　　楽しいブースが盛りだくさん！！

運行予定

臨時駐車場：市役所本庁

臨時駐車場：松原公園、市役所土肥支所

臨時駐車場：市役所中伊豆支所

臨時駐車場：市役所天城湯ケ島支所

育林技術交流集会（併催行事）　
～ふじのくに森林を守り育て活かす人づくりの取組～

主催／公益社団法人国土緑化推進機構、静岡県
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天
城
山
隧
道（
旧
天
城
ト
ン
ネ
ル
）会
場

　
　
　
　〜
あ
な
た
も
美
し
い
物
語
の
主
人
公
に
〜

と
き
／
１１
月
３
日（
土
）〜
１１
月
２６
日（
月
）の
土・日・月
曜
日
、祝
日 

１１
〜
１４
時※

雨
天
中
止

庭園内（井上靖旧邸）

昭
和
の
森
会
館『
道
の
駅
』天
城
越
え
会
場

　
　
　
　〜
天
城
な
ら
で
は
の
秋
色
を
探
し
に
〜

と
き
／
１１
月
１
日（
木
）〜
１１
月
３０
日（
金
）　
８
時
３０
分
〜
１６
時
３０
分

特典
その１

特典
その2

○
伊
豆
の
踊
子
と
記
念
撮
影

○
提
灯
ウ
ォ
ー
ク

　
天
城
隧
道
の
前
で
伊
豆
の
踊
子
と
記
念

撮
影
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

○
伊
豆
の
踊
子
体
験
、記
念
撮
影

　
伊
豆
の
踊
子
や
学
生
の
衣
装
を
ま
と
い
、お

手
持
ち
の
カ
メ
ラ
で
記
念
撮
影
が
で
き
ま
す
。

○
シ
シ
汁
鍋
の
無
料
サ
ー
ビ
ス

☆
共
催
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
☆

　
３
日（
土
）、４
日（
日
）、11
日（
日
）、23
日

（
金・祝
）、25
日（
日
）の
５
日
間
限
定
で
天

城
の
代
表
的
な
郷
土
料
理
シ
シ
汁
鍋
を
先

着
１
０
０
杯
無
料
で
サ
ー
ビ
ス
し
ま
す
。

　
道
の
駅
天
城
越
え
会
場
の
ス
タ
ン
プ
を
４

つ
と
当
会
場
の
ス
タ
ン
プ
を
集
め
る
と
、伊
豆

の
踊
子
関
連
グ
ッ
ズ
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
す
。

旧天城トンネルの
湯ヶ島側より無料貸し出し

11/25日（日）
　  開催！！ 『Ｔｈｉｓ伊豆収穫祭＆

    　　ＪＡまつり伊豆』
『Ｔｈｉｓ伊豆収穫祭＆
    　　ＪＡまつり伊豆』
『Ｔｈｉｓ伊豆収穫祭＆
    　　ＪＡまつり伊豆』

『無料シャトルバス』の利用のお願い
　毎年、駐車場が満車になり、駐車
するまでに時間が掛かりご迷惑を
お掛けしています。
　今年は、より利用しやすくするた
めに右記の点を改善しました。

◉時間 ： 9時～14時　雨天決行
◉会場 ： 天城ふるさと広場（天城ドーム）

○『無料シャトルバス』の台数を増やし、停車場所も増やしました
　ご来場は、駐車場も用意していますが、無料シャトルバスをご
利用ください。
※運行時間など詳細は、チラシ（11月発行）をご覧ください。チラ
シは、本庁・各支所などに置くとともに新聞に折り込みます。

　ドームの外では、フリーマーケットをはじめ、スポーツカイトデモンストレーション＆体験会、
交通安全コーナーでは、シートベルトコンビンサーによる模擬衝突体験や白バイ・パトカーの
展示、防災PRコーナーでは、消防車両や自衛隊車両もやってきます。

　伊豆市の秋の味覚の見本市『Ｔｈｉｓ伊豆収穫祭＆ＪＡまつり伊豆』を、今年も盛りだくさんの内
容で開催します。毎年恒例の農産物品評会と即売会、農産物大抽選会、無料鍋やシカ肉の試食
もご用意します。もち投げは、午前と午後２回開催します。伊豆の味覚を集めた出店ブースが皆
さんをお待ちしています！　　　　　　　　　　　　　　問合せ／農林水産課☎(72)9894

　ドーム内では、『天城連峰太鼓』の演奏を
皮切りに、『Hawianラーハーラウ』による
フラダンスと生演奏、『修善寺中学校吹奏
学部』の演奏、『牧之郷子どもシャギリ』な
どを予定しています。

天城ドーム

外会場

天城ドーム

内会場

　
文
豪
た
ち
が
愛
し
た
秋
の
天
城
路
。昔
日
の
面
影
を
訪
ね

て
、文
学
の
旅
は
い
か
が
で
す
か
？

　『
天
城
越
え 

紅
葉
ま
つ
り
』は
、昭
和
の
森
会
館『
道
の
駅
』

と
天
城
山
隧
道（
旧
天
城
ト
ン
ネ
ル
）会
場
の
２
会
場
で
開
催

さ
れ
ま
す
。皆
さ
ん
、ぜ
ひ
お
越
し
に
な
っ
て
天
城
の
秋
を
感

じ
て
み
ま
せ
ん
か
？

問
合
せ
／
昭
和
の
森
会
館
☎(

85)

１
１
１
０
　
　
　
　
　

伊
豆
市
観
光
協
会
天
城
支
部
☎(

85)

１
０
５
６

　
文
豪
た
ち
が
愛
し
た
秋
の
天
城
路
。昔
日
の
面
影
を
訪
ね

て
、文
学
の
旅
は
い
か
が
で
す
か
？

　『
天
城
越
え 

紅
葉
ま
つ
り
』は
、昭
和
の
森
会
館『
道
の
駅
』

と
天
城
山
隧
道（
旧
天
城
ト
ン
ネ
ル
）会
場
の
２
会
場
で
開
催

さ
れ
ま
す
。皆
さ
ん
、ぜ
ひ
お
越
し
に
な
っ
て
天
城
の
秋
を
感

じ
て
み
ま
せ
ん
か
？

問
合
せ
／
昭
和
の
森
会
館
☎(

85)

１
１
１
０
　
　
　
　
　

伊
豆
市
観
光
協
会
天
城
支
部
☎(

85)

１
０
５
６

○
伊
豆
近
代
文
学
博
物
館
入
館
者
に

　お
茶
菓
子
の
サ
ー
ビ
ス

　
伊
豆
近
代
文
学
博
物
館
に
は
、
川
端
康
成

や
井
上
靖
を
は
じ
め
と
す
る
伊
豆
に
ゆ
か
り

の
あ
る
文
学
者
１
２
０
人
の
資
料
を
展
示
し

て
い
ま
す
。

入
館
料
／
大
人
３
０
０
円
、小
人
１
０
０
円

　
　
　
　※

市
民
は
無
料
で
す
。

○
紅
葉
ま
つ
り
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
に
参
加

　し
て
、ス
テ
キ
な
商
品
を
ゲ
ッ
ト
！

　『
道
の
駅
』天
城
越
え
に
あ
る
左
記
の
４
店

舗
で
、買
い
物
な
ど
を
す
る
と
、ス
タ
ン
プ
を
押

し
て
も
ら
え
ま
す
。４
つ
の
ス
タ
ン
プ
が
集
ま
っ

た
ら
、『
道
の
駅
』フ
ロ
ン
ト
に
て
天
城
特
産
ワ
サ

ビ
加
工
品
と
交
換
し
ま
す
。

・
山
の
レ
ス
ト
ラ
ン 

緑
の
森（
食
事
、お
み
や
げ
）

・
竹
の
子
か
あ
さ
ん
の
店（
お
み
や
げ
）

・
天
城 

わ
さ
び
の
里（
お
み
や
げ
）

・
伊
豆
近
代
文
学
博
物
館（
入
館
、お
み
や
げ
）

ず
い
ど
う

天
城
越
え

　

　紅
葉
ま
つ
り
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第
13
回
静
岡
県
市
町
対
抗
駅
伝
大
会

と
き
／
１2
月
１
日
（
土
）
10
時

　
　
　

静
岡
県
庁
ス
タ
ー
ト

と
こ
ろ
／
県
庁
～
草
薙
陸
上
競
技
場

　
　
　
　
（
静
岡
市
内
11
区
間
）

テ
レ
ビ
・
ラ
ジ
オ
放
送
／

　

Ｓ
Ｂ
Ｓ
テ
レ
ビ　

９
時
30
分
～
12
時
50
分

　

Ｓ
Ｂ
Ｓ
ラ
ジ
オ　

９
時
45
分
～
13
時

応
援
マ
ッ
プ
を
片
手
に
会
場
で
応
援
し
よ
う
！

　

コ
ー
ス
や
観
戦
・
撮
影
ポ
イ
ン
ト
な
ど
が
掲
載

さ
れ
て
い
る
『
応
援
マ
ッ
プ
』
を
本
庁
、
各
支
所
、

修
善
寺
体
育
館
で
配
布
し
て
い
ま
す
。

　

郷
土
の
誇
り
を
胸
に
駿
府
の
ま
ち
を
激
走
す
る

選
手
た
ち
を
、
ぜ
ひ
会
場
で
ご
覧
く
だ
さ
い
。

静
岡
県
市
町
対
抗
駅
伝
壮
行
会

　

11
月
23
日
（
金
・
祝
）
の
青
少
年
健
全
育
成

大
会
で
、
壮
行
会
を
行
い
ま
す
。

　

壮
行
会
で
は
、

選
手
紹
介
の
ほ
か

選
手
た
ち
が
一
人

ひ
と
り
決
意
表

明
を
し
ま
す（
詳

細
は
23
ペ
ー
ジ
参

照
）。

　

ぜ
ひ
会
場
へ
足

を
運
び
、
盛
大
に

選
手
を
送
り
出
し

て
く
だ
さ
い
。

12/2
日

12

月の
第１
日曜日は『地域防

災
の
日
』

　

県
内
の
市
町
39
チ
ー
ム
が
参
加
し
、
11
区
間
で
熱
戦
を
繰
り
広
げ
ま
す
。

昨
年
の
結
果
か
ら
体
制
を
見
直
し
、
よ
り
多
く
の
皆
さ
ん
が
参
加
し
や
す

い
よ
う
に
、
修
善
寺
、
中
伊
豆
、
天
城
湯
ケ
島
、
土
肥
の
４
地
区
で
練
習

会
や
伊
豆
総
合
高
校
で
の
全
体
練
習
を
積
ん
で
い
ま
す
。

　

会
場
で
の
応
援
は
も
ち
ろ
ん
、
テ
レ
ビ
や
ラ
ジ
オ
を
通
し
て
選
手
へ
の

熱
い
応
援
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

問
合
せ
／
社
会
教
育
課
☎
（
83
）
５
４
７
７

　
　
　

伊
豆
市
の
代
表
選
手
を
紹
介
し
ま
す
！

◆
小
学
生
男
子

　

小
倉 

郁
馬
さ
ん
（
中
伊
豆
小
６
年
）　

大
川 

歩
夢
さ
ん
（
狩
野
小
６
年
）

◆
小
学
生
女
子

　

堀
江 

渚
沙
さ
ん
（
狩
野
小
６
年
）　

梅
原 

亜
耶
さ
ん
（
中
伊
豆
小
６
年
）

◆
中
学
生
男
子

　

鈴
木 

潤
さ
ん
（
土
肥
中
３
年
）　

鈴
木 

琢
さ
ん
（
修
善
寺
中
３
年
）　

◆
中
学
生
女
子　

　

荻
島 

彩
さ
ん
（
修
善
寺
中
２
年
）　

村
田 

汐
李
さ
ん
（
天
城
中
３
年
）

　

佐
藤 

ゆ
り
子
さ
ん
（
土
肥
中
２
年
）

◆
高
校
生
男
子

　

日
吉 

遼
さ
ん
（
藤
枝
明
誠
２
年
）　

堀
江 

卓
矢
さ
ん
（
伊
豆
中
央
高
２
年
）

   

豊
田 

能
哉
さ
ん
（
伊
豆
中
央
高
２
年
）

◆
高
校
生
女
子

　

小
柳
出 

莉
帆
さ
ん
（
韮
山
高
２
年
）　

三
枝 

花
帆
さ
ん
（
韮
山
高
１
年
）

◆
一
般
男
子

　

梅
原 

克
佳
さ
ん
（
修
善
寺
）　

藤
井 

岳
之
さ
ん
（
土
肥
）

◆
一
般
女
子

　

内
田 

綾
乃
さ
ん
（
中
原
戸
）　

太
田 

恵
子
さ
ん
（
伊
豆
総
合
高
校
勤
務
）

◆
40
歳
以
上　

　

浅
田 

勝
美
さ
ん
（
湯
ヶ
島
）　

伊
郷 

恵
次
さ
ん
（
城
）

　個々の成長に期待！

　今年のチームは、選手
個々が目標タイムを設定
し、それに向けて練習に
励んでいます。大会では、
それぞれが目標タイムを
クリアすることができれ
ば、結果はついてくると
思います。精一杯頑張り
ますので、ぜひ応援をよ
ろしくお願いします。

監督　樋
ひ ぐ ち

口 活
かつひと

人さん

地
域
防
災
訓
練
に
参
加
を

３
・
11
の
教
訓 

身
近
な
危
険 

再
発
見
！

　

〜
災
害
を
知
る
こ
と
か
ら
始
ま
る 

自
助
・
共
助
〜

　

東
日
本
大
震
災
に
よ
る
大
き
な
傷
跡
は
い
ま
だ
消
え
ず
、
災
害
の
大
き
さ

を
物
語
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
震
災
が
も
た
ら
し
た
教
訓
を
風
化
さ
せ
る
こ
と
な
く
、
一
人
ひ
と
り

の
東
海
地
震
対
策
へ
つ
な
げ
る
た
め
、
防
災
活
動
の
原
点
に
立
ち
返
り
自
ら

の
命
を
守
る
『
自
助
』
と
、
自
ら
の
地
域
を
守
る
『
共
助
』
の
取
り
組
み
を

総
点
検
し
ま
し
ょ
う
。　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

問
合
せ
／
地
域
づ
く
り
課
☎
（
72
）
９
８
６
７

▲専用の着信音とともに
メールを受信

♪

　
　
　
　
　
つ
な
ぐ
の
は
タ
ス
キ
と
伊
豆
市
へ
の
思
い

　
　
　
　
　
み
ん
な
で
応
援
し
よ
う
！

 
静
岡
県
市
町
対
抗
駅
伝
大
会

◆
訓
練
日
時

　

12
月
２
日
（
日
）『
地
域
防
災
の
日
』

　

９
時
～
12
時

　

当
日
は
、『
年
末
一
斉
ク
リ
ー
ン
作
戦
』

も
行
わ
れ
ま
す
（
詳
細
は
20
ペ
ー
ジ
参
照
）。

訓
練
時
間
に
つ
い
て
は
、
各
自
主
防
災
組

織
で
調
整
の
上
、
実
施
し
て
く
だ
さ
い
。

◆
想
定

　

12
月
２
日
９
時
に
東
海
地
震
な
ど
の
大

規
模
地
震
が
突
然
発
生
し
、
県
内
各
地
で

震
度
６
弱
以
上
の
揺
れ
と
な
っ
た
。
沿
岸

に
は
大
き
な
津
波
が
襲
来
す
る
な
ど
、
県

内
全
域
に
大
き
な
被
害
が
発
生
し
た
。

◆
重
点
項
目

１ 

自
助
…
自
分
で
で
き
る
こ
と

　

地
域
で
起
こ
り
う
る
被
害
を
考
え
、
自

ら
の
命
を
守
る
『
自
助
』
の
た
め
に
と
る

べ
き
行
動
を
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

○
家
庭
内
の
危
険
を
認
識
し
、
地
震
が
発

　

生
し
た
際
、
支
援
を
受
け
る
必
要
が
な

　

い
よ
う
に
、
住
宅
の
耐
震
補
強
、
家
具

　

の
固
定
に
努
め
る
。

○
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
で
土
砂
災
害
の
想
定

　

な
ど
、
地
域
で
起
こ
り
う
る
被
害
を
確

　

認
す
る
。

○
沿
岸
部
で
は
、
津
波
か
ら
自
ら
の
命
を

　

守
る
た
め
の
避
難
行
動
を
検
証
す
る
。

２ 

共
助
…
地
域
で
で
き
る
こ
と

　

地
域
で
で
き
る
『
共
助
』
を
確
認
し
、

地
震
発
生
時
の
被
害
を
軽
減
し
ま
し
ょ
う
。

○
平
日
・
休
日
、
昼
間
・
夜
間
の
地
域
防

　

災
力
を
確
認
し
、
中
・
高
校
生
な
ど
若

　

年
層
が
参
加
で
き
る
訓
練
を
実
施
す
る
。

○
一
人
暮
ら
し
の
高
齢
者
な
ど
、
災
害
時

　

要
援
護
者
に
つ
い
て
、
地
域
に
お
け
る

　

安
否
確
認
、
避
難
支
援
な
ど
の
体
制
を

　

確
認
す
る
。

○
津
波
避
難
訓
練
で
は
、
津
波
避
難
台
帳

　

を
活
用
し
、
住
民
の
安
否
確
認
を
実
施

　

す
る
。

○
事
業
所
な
ど
が
有
す
る
防
災
資
源
を
確

　

認
し
、
地
域
と
事
業
所
な
ど
と
の
協
力

　

体
制
を
構
築
す
る
。

○
避
難
生
活
な
ど
を
想
定
し
、
災
害
発
生

　

に
備
え
、
行
動
す
る
。

○
あ
ら
か
じ
め
避
難
所
生
活
の
体
験
訓
練

　

を
実
施
し
、
必
要
な
物
資
な
ど
の
点
検
・

　

備
蓄
行
動
に
つ
な
げ
る
。

○
支
援
を
必
要
と
す
る
自
宅
避
難
者
に
対

　

し
て
、
地
域
自
ら
が
必
要
な
情
報
・
食
料
・

　

生
活
必
需
品
を
伝
達
・
支
援
す
る
体
制

　

を
構
築
す
る
。

緊
急
速
報
メ
ー
ル
を
配
信
し
ま
す
！

　

市
で
は
12
月
か
ら
、
携
帯
電
話
向
け
緊

急
速
報
メ
ー
ル
（
エ
リ
ア
メ
ー
ル
）
の
配

信
を
開
始
し
ま
す
。

登
録
不
要
で
緊
急
情
報
を
い
ち
早
く
受
信

　

こ
の
サ
ー
ビ
ス
は
、
市
内
に
い
る
だ
け

で
緊
急
情
報
が
配
信
さ
れ
る
仕
組
み
と

な
っ
て
お
り
、
対
応
機
種
で
あ
れ
ば
事
前

登
録
不
要
（
一
部
機
種
は
、
事
前
設
定
が

必
要
）
で
、受
信
料
や
通
信
費
も
無
料
で
す
。

　

こ
れ
に
よ
り
、
市
民
に
対
す
る
緊
急
情

報
の
迅
速
化
を
図
る
と
と
も
に
、
市
内
に

い
る
観
光
客
に
も
情
報
を
提
供
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

こ
ん
な
と
き
に
配
信
し
ま
す

○
東
海
地
震
警
戒
宣
言
発
令
時

○
津
波
警
報
・
大
津
波
警
報
発
表
時

○
避
難
指
示

○
そ
の
ほ
か
緊
急
に
配
信
す
べ
き
防
災
・

　

災
害
に
関
す
る
情
報

○
防
災
訓
練

※
今
回
の
防
災
訓
練
で
も
、
９
時
に
静
岡

　

県
か
ら
緊
急
速
報
メ
ー
ル
（
エ
リ
ア
メ
ー

　

ル
）
の
試
験
配
信
が
行
わ
れ
ま
す
。

2012.1113 2012.11 142012.11 12

聴
く
聴
く
聴
く
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▲ＦＢＣ秋花壇で最優秀賞を受賞した作品『きらめく花』

▲「おいしい！」としっかり正座してお行儀良く食べる3年生

お
い
し
く
マ
ナ
ー
の
お
勉
強 

修
善
寺
小
学
校
の
全
児
童

　

9
月
10
日（
月
）～
12
日（
水
）・
18
日（
火
）～
20
日

（
木
）の
6
日
間
、修
善
寺
小
学
校
の
児
童
が
学
年
ご

と
に
分
か
れ
て
、お
も
て
な
し
の
心
や
食
事
の
マ
ナ
ー
、

働
い
て
い
る
人
の
様
子
を
勉
強
す
る
た
め
の
会
食
会

が
修
善
寺
ホ
テ
ル
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

会
食
会
で
は
、伊
豆
市
の
食
材
を
た
く
さ
ん
使
っ

た
色
と
り
ど
り
の
お
弁
当
を
食
べ
ま
し
た
。児
童
た
ち

は
、そ
の
味
に
大
満
足
す
る
と
と
も
に
、静
か
に
正
座

し
て
一
品
一
品
味
わ
い
な
が
ら
い
た
だ
き
ま
し
た
。

県
内
で
ナ
ン
バ
ー
ワ
ン
！

中
伊
豆
小
学
校
の
Ｆ
Ｂ
Ｃ
秋
花
壇

9
月
12
日（
水
）～
14
日（
金
）に
県
内
の
小
中
学
校

56
校
が
参
加
し
た
フ
ラ
ワ
ー
・
ブ
ラ
ボ
ー
・コ
ン
ク
ー
ル

（
Ｆ
Ｂ
Ｃ
）秋
花
壇
の
中
央
審
査
会
が
開
か
れ
、中
伊

豆
小
学
校
が
最
優
秀
賞（
大
賞
）を
受
賞
し
ま
し
た
。

全
校
児
童
が
、７
月
４
日
（
水
）に
一
生
懸
命
定
植

し
た
赤
・
青
・
白
色
の
サ
ル
ビ
ア
、黄
色
の
マ
リ
ー
ゴ
ー

ル
ド
は
、き
れ
い
に
咲
き
、素
晴
ら
し
い
賞
を
受
賞
し

ま
し
た
。な
お
、こ
の
受
賞
は
、地
域
花
い
っ
ぱ
い
活
動

の
実
績
も
評
価
さ
れ
て
の
も
の
で
す
。

▲「ヨイショ！ヨイショ！」とみんなで力を合わせて網を引きました

『
海
の
お
宝
た
ち
』
を
ゲ
ッ
ト
！

土
肥
屋
形
海
岸
で
地
曳
網
体
験

　

9
月
16
日（
日
）、土
肥
屋
形
海
岸
で
地
曳
網
体
験

が
土
肥
温
泉
旅
館
協
同
組
合
の
主
催
で
行
わ
れ
、親

子
連
れ
50
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

参
加
者
は
、海
水
を
含
ん
だ
重
い
網
に
悪
戦
苦
闘

し
な
が
ら
も
、真
鯛
や
イ
カ
な
ど
の
大
漁
に
大
満
足
。

お
な
か
を
空
か
し
た
参
加
者
は
、そ
の
場
で
バ
ー
ベ

キ
ュ
ー
を
し
て
、新
鮮
な
海
の
幸
を
味
わ
い
ま
し
た
。

　

こ
の
体
験
は
、11
月
18
日（
日
）ま
で
の
毎
週
日
曜

日
に
開
催
さ
れ
ま
す
。

天
城
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
第
４
弾

ハ
ロ
ー
キ
テ
ィ
の
さ
ま
ざ
ま
な
世
界
観▲来年の1月27日（日）まで開催！ハローキティの世界をお楽しみ下さい

市
長
さ
ん
に
直
接
質
問
！

月
ヶ
瀬
小
学
校
3
年
生
が
社
会
科
見
学 ▲市長からの思わぬ逆質問にもしっかり答えることができました！

10
月
1
日（
月
）、月
ヶ
瀬
小
学
校
3
年
生
13
人
が

市
役
所
の
仕
事
を
学
ぶ
た
め
本
庁
を
訪
れ
ま
し
た
。

児
童
た
ち
は
、市
長
が
ど
の
よ
う
な
仕
事
を
し
て

い
る
の
か
市
長
に
直
接
質
問
し
ま
し
た
。市
長
が
答

え
た
内
容
に
つ
い
て
一
生
懸
命
ノ
ー
ト
に
書
く
児
童

た
ち
の
姿
が
と
て
も
印
象
的
で
し
た
。

そ
の
後
、児
童
た
ち
は
議
場
や
図
書
館
に
も
行
き
、

そ
れ
ぞ
れ
の
施
設
に
つ
い
て
も
学
び
ま
し
た
。

10
月
6
日（
土
）、天
城
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
で『
Ｋ
Ｉ
Ｔ

Ｔ
Ｙ 

Ｅ
Ｘ
．ハ
ロ
ー
キ
テ
ィ
と
ア
ー
ト
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
の

幸
福
な
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
展
』が
始
ま
り
ま
し
た
。

こ
の
作
品
展
は
、国
内
外
の
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
や

フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
デ
ザ
イ
ナ
ー
た
ち
が
、ハ
ロ
ー
キ
テ
ィ
を

モ
チ
ー
フ
に
制
作
し
た
作
品
が
45
点
並
び
、子
ど
も

か
ら
大
人
ま
で
楽
し
め
る
作
品
展
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、11
月
3
日（
土
・
祝
）に
は
キ
テ
ィ
ち
ゃ
ん
が

天
城
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
に
や
っ
て
き
て
握
手
・
撮
影
会
が

開
催
さ
れ
ま
す
。

▲がっちりと握手を交わす市長（右）と池
いけざきかずすけ

﨑和助チーフブロック長（左）

も
し
も
の
と
き
に
備
え
て

（
株
）セ
イ
ジ
ョ
ー
と
協
定
を
締
結

　

9
月
18
日（
火
）、市
と（
株
）セ
イ
ジ
ョ
ー
が
、『
災

害
時
に
お
け
る
生
活
物
資
及
び
そ
の
他
応
急
措
置
に

必
要
な
物
資
の
供
給
等
支
援
に
関
す
る
協
定
書
』の

締
結
式
を
行
い
ま
し
た
。

　

こ
の
協
定
は
、市
内
で
大
規
模
地
震
災
害
な
ど
が

発
生
、ま
た
は
発
生
の
恐
れ
が
あ
る
と
き
に
相
互
で
協

力
し
、災
害
か
ら
市
民
生
活
の
早
期
安
定
を
図
る
た

め
、同
社
に
あ
る
生
活
必
需
品
や
食
料
品
な
ど
必
要

な
物
資
を
支
援
し
て
い
た
だ
く
も
の
で
す
。

じ
び
き

ま
だ
い



▲一緒に校歌を歌った閉会式（狩野小）

▲中学生の迫力のある応援を見つめる児童たち

 
『
湯
小
最
後
の
運
動
会 

赤
青
く
い

な
く
戦
い 

思
い
出
を
作
ろ
う
』
ま

さ
に
こ
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
ど
お
り
に

な
り
ま
し
た
。
練
習
や
準
備
で
の

６
年
生
を
中
心
と
し
た
子
ど
も
た

ち
の
努
力
、
本
番
で
力
を
出
し
切

る
姿
、
保
護
者
や
地
域
の
皆
さ
ん

の
心
か
ら
の
応
援
、
ど
れ
も
湯
小

に
対
す
る
思
い
が
込
も
っ
て
い
ま

し
た
。
今
年
は
特
に
学
区
地
域
福

祉
委
員
会
と
協
力
し
、
４
種
目
の

ふ
れ
あ
い
種
目
を
取
り
入
れ
ま
し

た
。
和
や
か
な
中
に
も
「
他
地
区

に
は
負
け
な
い
ぞ
！
」
と
い
う
真

剣
さ
が
表
わ
れ
、
最
後
の
運
動
会

を
さ
ら
に
盛
り
上
げ
ま
し
た
。

 
『
湯
小
最
後
の
運
動
会 

赤
青
く
い

な
く
戦
い 

思
い
出
を
作
ろ
う
』
ま

さ
に
こ
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
ど
お
り
に

な
り
ま
し
た
。
練
習
や
準
備
で
の

６
年
生
を
中
心
と
し
た
子
ど
も
た

ち
の
努
力
、
本
番
で
力
を
出
し
切

る
姿
、
保
護
者
や
地
域
の
皆
さ
ん

の
心
か
ら
の
応
援
、
ど
れ
も
湯
小

に
対
す
る
思
い
が
込
も
っ
て
い
ま

し
た
。
今
年
は
特
に
学
区
地
域
福

祉
委
員
会
と
協
力
し
、
４
種
目
の

ふ
れ
あ
い
種
目
を
取
り
入
れ
ま
し

た
。
和
や
か
な
中
に
も
「
他
地
区

に
は
負
け
な
い
ぞ
！
」
と
い
う
真

剣
さ
が
表
わ
れ
、
最
後
の
運
動
会

を
さ
ら
に
盛
り
上
げ
ま
し
た
。

　　

 

９
月
29
日（
土
）、来
賓
、保
護
者
、

地
域
の
皆
さ
ん
に
多
数
参
加
し
て

い
た
だ
き
、狩
野
小
学
校
最
後
の
運

動
会
が
盛
大
に
開
催
さ
れ
ま
し

た
。『
夢
に
前
進 

全
員
協
力 

飾
れ

狩
野
小
最
後
の
運
動
会
』を
ス
ロ
ー

ガ
ン
に
、子
ど
も
一
人
ひ
と
り
が
目

当
て
を
持
ち
、練
習
か
ら
頑
張
っ
て

き
ま
し
た
。そ
の
成
果
が
競
技
に
十

分
に
表
れ
て
い
ま
し
た
。

　
保
護
者
や
地
域
の
皆
さ
ん
に
参

加
い
た
だ
い
た
種
目
も
い
く
つ
か

あ
っ
た
り
、参
加
者
全
員
の
記
念
撮

影
が
あ
っ
た
り
と
、狩
野
小
学
校
最

後
の
運
動
会
を
通
じ
、地
域
の
皆
さ

ん
に
支
え
ら
れ
て
い
る
学
校
の
存

在
を
あ
ら
た
め
て
感
じ
ま
し
た
。

問合せ／学校教育課☎（83）5470

　
全
国
の
消
費
生
活
相
談
セ
ン
タ
ー

に
寄
せ
ら
れ
た
相
談
の
う
ち
、平
成
23

年
は『
ア
ダ
ル
ト
情
報
サ
イ
ト
』に
関

す
る
も
の
が
相
談
件
数
の
１
位
に
な

り
ま
し
た
。

　
そ
の
相
談
事
例
は
、「
動
画
を
見
る

た
め
に
指
示
ど
お
り
に
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

し
た
ら
請
求
画
面
が
表
示
さ
れ
、消
え

な
く
な
っ
た
」、「
無
料
だ
と
思
っ
た
の

に
異
常
に
高
額
な
情
報
料
の
請
求
を

受
け
て
い
る
」と
い
っ
た
も
の
で
す
。イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
接
続
可
能
な
機
器

が
、パ
ソ
コ
ン
だ
け
で
な
く
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
、携
帯
型
テ
レ
ビ
ゲ
ー
ム
な
ど

多
様
化
し
て
い
る
こ
と
も
相
談
件
数

の
増
加
の
一
因
で
あ
る
と
思
わ
れ
ま
す
。

　
も
し
も
こ
の
よ
う
な
被
害
に
遭
っ
た

場
合
は
、そ
も
そ
も
法
的
に
は
請
求
さ
れ

た
金
額
を
支
払
う
必
要
が
な
い
場
合
も

多
い
の
で
、安
易
に
支
払
い
を
し
た
り
、

個
人
情
報
を
提
供
す
る
こ
と
の
な
い
よ

う
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。ま
た
、安
全
性

の
確
認
も
な
い
ま
ま
安
易
に
指
示
に
し

た
が
っ
て
ソ
フ
ト
を
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
な

い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

司
法
書
士
　
山
田 
茂
樹

悪
質
商
法
に
関
す
る
問
合
せ
／

　
　
　
　
市
民
課
☎（
72
）9
8
5
８

安心安全なまち 伊豆市をめざして安心安全なまち 伊豆市をめざして

犯罪に関する
情報・届出・相談は…
問合せ／大仁警察署
☎（76）0110

天
城
萌
短
歌
会

悪
質
商
法
被
害

悪
質
商
法
被
害

め
ざ
せ

め
ざ
せ0

の
ま
ち

0
の
ま
ち

ゼロ

歌
　
壇

『アダルト情報サイト』

異
常
気
象
の
真
夏
日
猛
暑
日
何
の
そ
の
古
き
我
が
家
は
天
然
ク
ー
ラ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　堀
江

　さ
と

　（
月
ヶ
瀬
）

百
歳
の
叔
母
み
ま
か
り
ぬ
曾
孫
三
人
の
送
る
こ
と
ば
を
沁
み
沁
み
と
聴
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　山
下

　澄
子

　（
佐
野
）

青
柿
の
絵
手
紙
く
れ
し
友
の
技
色
づ
く
秋
に
思
い
を
馳
せ
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　山
田

　百
代

　（
大
平
柿
木
）

娘
等
帰
り
静
か
な
暮
し
虚
し
く
て
窓
を
明
け
れ
ば
夏
霞
た
つ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　渡
辺

　登
志
枝
（
持
越
）

菊
鉢
を
か
ゝ
え
て
日
陰
へ
定
植
の
三
枝
が
決
る
立
秋
と
な
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　安
藤

　綾
子

　（
宿
）

                                                        

　
　
　

                                                      

●
女
性
に
対
す
る『
暴
力
』は

『
人
権
侵
害
』で
す

　
女
性
の
約
１０
人
に
１
人
が『
暴

力
』の
こ
と
で
苦
し
ん
で
い
ま
す
。

『
暴
力
』は
、殴
っ
た
り
蹴
っ
た
り

な
ど
身
体
的
な
暴
力
に
限
ら
ず
さ

ま
ざ
ま
な
要
素
が
絡
み
合
い
繰
り

返
し
振
る
わ
れ
ま
す
。

《
身
体
的
暴
力
》

○
殴
る
、蹴
る
、首
を
絞
め
る
、ま

　
た
物
を
投
げ
つ
け
る
。

《
精
神
的
暴
力
》

○
ば
か
に
す
る
、大
声
で
怒
鳴
る
、

　
何
を
言
っ
て
も
無
視
す
る
。

《
経
済
的
暴
力
》

○
生
活
費
を
渡
さ
な
い
、お
金
の
使

　
い
道
を
報
告
さ
せ
る
。

《
性
的
暴
力
》

○
妊
娠
や
中
絶
を
強
要
す
る
、避

　
妊
に
協
力
し
な
い
。

　
家
庭
内
の
こ
と
で
相
談
す
る
の

は
、恥
ず
か
し
い
と
思
い
一
人
で
思

い
悩
ん
で
い
て
も『
暴
力
』は
負
の

連
鎖
の
よ
う
に
い
ろ
い
ろ
な
形
で

続
き
、断
ち
切
る
こ
と
が
難
し
く
な

り
ま
す
。

　
信
頼
で
き
る
人
や
警
察
な
ど
に

相
談
す
る
勇

気
を
持
っ
て
、

一
歩
を
踏
み

出
せ
ば
早
目

の
解
決
に
つ

な
が
り
ま
す
。

●
あ
な
た
も
街
の
捜
査
官

〜
犯
罪
捜
査
に
ご
協
力
を
〜

　
平
成
２４
年
８
月
現
在
、全
国
の
警

察
か
ら
指
名
手
配
さ
れ
て
い
る
人
は
、

凶
悪
事
件
な
ど
で
特
に
警
察
が
指
定

し
て
い
る
重
要
指
名
手
配
被
疑
者
を

は
じ
め
、約
９
０
０
人
に
上
っ
て
い
ま

す
。こ
れ
ら
の
被
疑
者
は
殺
人
、強
盗

な
ど
の
凶
悪
事
件
の
ほ
か
、暴
行
、傷

害
、窃
盗
、詐
欺
、横
領
な
ど
の
事
件

に
関
与
し
、指
名
手
配
さ
れ
て
お
り
、

再
び
犯
行
に
及
ぶ
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。

　
警
察
で
は
、特
に
重
大
な
犯
罪
の

被
疑
者
を
検
挙
し
た
上
で
、１１
月
中

に
全
国
の
警
察
の
総
力
を
挙
げ
て
追

跡
捜
査
を
行
う
こ
と
と
し
、こ
れ
ら

被
疑
者
の
早
期
検
挙
に
取
り
組
ん
で

い
る
と
こ
ろ
で
す
。こ
の
指
名
手
配

被
疑
者
の
発
見
に
向
け
た
捜
査
活
動

に
は
、地
域
住
民
の
皆
さ
ん
の
協
力

が
ぜ
ひ
と
も
必
要
で
す
。

　
指
名
手
配
被
疑
者
に
よ
く
似
た
人

を
見
掛
け
た
、ま
た
人
目
を
避
け
る

よ
う
な
生
活
を
し
て
い
る
人
が
居
る

な
ど
、ど
ん
な
さ
さ
い
な
情
報
で
も
結

構
で
す
。迷
わ
ず
警
察
に
通
報
を
お

願
い
し
ま
す
。

　
９
月
29
日（
土
）、爽
や
か
な
秋

空
の
下
、中
伊
豆
小
学
校
の
第
２

回
運
動
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
全
校
児
童
３
５
０
人
が
、紅
組
、

青
組
に
分
か
れ
、『
燃
え
ろ
ほ
の
お      

光
れ
イ
ナ
ズ
マ 

決
戦
の
場
は
今
こ

こ
に
』を
ス
ロ
ー
ガ
ン
と
し
て
、各

種
目
、熱
戦
を
繰
り
広
げ
ま
し
た
。

　
緊
迫
し
た
展
開
の
中
、大
逆
転

で
勝
利
を
収
め
た
の
は
青
組
。し

か
し
、勝
ち
負
け
に
関
係
な
く
力

一
杯
頑
張
っ
た
達
成
感
が
伝
わ
る

素
晴
ら
し
い
運
動
会
と
な
り
ま
し

た
。

　　
土
肥
小
学
校
は
平
成
22
年
４
月

に
再
編
し
、３
年
目
を
迎
え
て
い

ま
す
。再
編
の
年
に
６
年
生
だ
っ
た

子
ど
も
た
ち
は
、も
う
中
学
２
年

生
に
な
り
ま
し
た
。

　
土
肥
地
区
で
は
、小
中
連
携
教

育
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。今
年

度
は
交
流
を
推
進
し
、中
学
生
を

運
動
会
に
招
待
し
て
応
援
を
見
せ

て
も
ら
い
ま
し
た
。中
学
生
の
大

き
な
声
と
、全
員
の
そ
ろ
っ
た
動
き

に
、小
学
生
は
感
動
し
て
い
ま
し

た
。

あ
や
し
い
人
を
見
掛
け
た
ら
…

連
絡
先
／

大
仁
警
察
署
　
☎（
76
）０
１
１
０

天
城
地
区
小
学
校
の
運
動
会

天
城
地
区
小
学
校
の
運
動
会

中
伊
豆
小
2
年
目

土
肥
小
3
年
目
の
運
動
秋

中
伊
豆
小
2
年
目

土
肥
小
3
年
目
の
運
動
会

▲見事に決まった6年生の組体操

▲ふれあい種目の玉入れ（湯ヶ島小）
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食育
 ひとくち
食育
 ひとくち

毎月19日は
食育の日memomemo

…伊豆市食育推進会議…

 1人分
栄養価

作り方材料《 4人分 》

みんな のひろばみんな のひろばみんな のひろば

＊健康増進課＊

3 歳児健診で虫歯が
ゼロだったお子さんを
紹介します。保育園・幼稚園・こども園の紹介

◆園目標○たくましい子
　　　　○素直で明るい子
　　　　○自己表現できる子
◆重点目標　　
　いろいろな活動に意欲的に取り組む子

土肥柔道クラブ

鶏
だ
ん
ご
の

　と
ろ
ろ
味
噌
汁

鶏
だ
ん
ご
の

　と
ろ
ろ
味
噌
汁

～おいしいご飯と元気な家族に感謝～

　実家に田んぼが無かったわたしは、お嫁に来て初めて田んぼの仕事を
目の当たりにしました。おじいちゃんを筆頭に家族総出で田おこしから
始まり、田植え、稲刈りを無事終えるまでは、水の管理や雑草取りなどた
くさんの手間がかかることを知り、おいしいお米を食べさせていただけ
ることに息子と一緒に感謝しています。　　　　
　　　　   伊豆市食育推進会議委員　植松 聡子（こども課管理栄養士）

①長ネギは根元から1/3をみじ
　ん切りにし、残りは斜め薄切り
　にする。
②ボウルに鶏ひき肉、長ネギ（み
　じん切り）、Aを合わせ、粘り
　が出るまで練り混ぜる。
③鍋にだし汁を入れて沸かし、②
　を12等分にし、丸めながら加
　え、斜め薄切りにした長ネギも
　加える。ひと煮立ちしたら弱火
　にしてアクを取り、鶏だんごに
　火が通るまで2～3分煮る。
④長イモはすりおろし、粉チーズ
　を混ぜ、③の鍋に流し入れる。再
　び、ひと煮立ちしたら味噌を溶
　き入れて火を止め、椀に盛る。
⑤好みで七味トウガラシを振る。

◆鶏ひき肉…………200ｇ
◆長ネギ…1本（約150ｇ）
◆A ◇塩………小さじ1/4
　　◇酒…………小さじ1
　　◇卵………………1個
　　◇片栗粉……小さじ2
◆長イモ……………200ｇ
　　　　　　（約12ｃｍ）
◆粉チーズ………大さじ2
　　　　　　　　（12ｇ）
◆だし汁…………800ｍｌ
◆味噌… 大さじ2（36ｇ）
◆七味トウガラシ… 適量

　
原
保
保
育
園
は
、中
伊
豆
地
区
の
山
間
部
に
あ
り
、近
く

に
は
、萬
城
の
滝
も
あ
り
ま
す
。地
域
に
は
、ワ
サ
ビ
農
家

が
多
く
、自
然
と
地
域
の
温
か
さ
に
恵
ま
れ
た
園
で
す
。

　
園
児
数
は
１２
人
。小
規
模
園
な
の
で
ア
ッ
ト
ホ
ー
ム
な

雰
囲
気
の
中
、保
育
を
行
っ
て
い
ま
す
。

○
園
庭
開
放
や
行
事
・
他
園
と
の
交
流
を
生
か
し
て

　
原
保
保
育
園
で
は
、み
ん
な
で
好
き
な
遊
び
を
十
分
に

楽
し
め
る
環
境
づ
く
り
を
心
掛
け
て
き
ま
し
た
。
一
番

盛
り
上
が
っ
た
の
は『
夕
涼
み
会
』、ゲ
ー
ム
セ
ン
タ
ー
や

お
化
け
屋
敷
な
ど
、子
ど
も
た
ち
の
ア
イ
デ
ア
が
次
々
と

形
に
な
り
、大
勢
の
人
た
ち

と
一
緒
に
楽
し
む
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。ま
た
、園
庭

開
放
日
に
は
、未
就
園
児
を

誘
い
、レ
ス
ト
ラ
ン
ご
っ
こ

や
ゲ
ー
ム
を
楽
し
ん
だ
り
、

他
園
と
の
交
流
で
は
、お
店

屋
さ
ん
ご
っ
こ
を
楽
し
ん
だ

り
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。

　
園
児
が
少
な
く
、な
か
な
か
盛
り
上
が
ら
な
い
ご
っ
こ

遊
び
も
、外
か
ら
の
お
客
様
や
他
園
と
の
交
流
を
生
か
し

て
充
実
を
図
っ
て
い
ま
す
。こ
れ
か
ら
も
ア
ッ
ト
ホ
ー
ム

な
雰
囲
気
を
生
か
し
、遊
び

や
食
育
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な

活
動
に
挑
戦
し
た
り
、他
園

や
地
域
の
人
た
ち
な
ど
、い

ろ
い
ろ
な
人
と
触
れ
合
う

機
会
を
多
く
つ
く
っ
た
り
し

て
い
く
こ
と
で
、い
ろ
い
ろ

な
こ
と
に
意
欲
的
に
取
り

組
み
、ま
た
思
い
や
り
の
あ

る
子
を
育
て
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

原保保育園原保保育園

◇エネルギー…193kcal　◇カルシウム…79mg
◇たんぱく質…16.7g　◇脂質…7.1g　◇食塩相当量…2.1ｇ

▲上手にお米の田植えができたよ！ ▲いろいろあるから、たくさん買ってね！

●メニュー提供
伊豆市健康づくり食生活推進協議会
●メニュー提供
伊豆市健康づくり食生活推進協議会

▲みんな、練習を頑張って心も体も鍛えています！

　「お願いします！」この言葉で道場に入ります。わた
したち土肥柔道クラブは、幼児から大人までの25人
程度で週2回活動しています。練習は、厳
しいけどみんなで大きな声を掛け合い、
一本を取る柔道を目標としています。
 クリスマス会などのお楽しみもたくさん
あり、大人も一緒になって遊んでくれる
そんなクラブです。　　　　　   

キ ャプテン
西川 凜
(土肥小6年）

（熊坂）（熊坂）（熊坂）（城）（城）（城）（城）

飯田 陽斗ちゃん
飯田 陽斗ちゃん（修善寺）（修善寺）（修善寺）（修善寺）

河上 鈴ちゃん河上 鈴ちゃん
（城）（城）（城）

横内 結芽ち
ゃん

横内 結芽ち
ゃん

（湯ヶ島）（湯ヶ島）（湯ヶ島）（湯ヶ島）

植田 晄生ちゃん
植田 晄生ちゃん（修善寺）（修善寺）（修善寺）

小和 七星ち
ゃん

小和 七星ち
ゃん

（冷川）（冷川）（冷川） （牧之郷）（牧之郷）（牧之郷）
中原 一輝

ちゃん
中原 一輝

ちゃん 田代 海一
ちゃん

田代 海一
ちゃん

（下白岩）（下白岩）（下白岩）

谷本 湧己ちゃん谷本 湧己ちゃん
（牧之郷）（牧之郷）（牧之郷）

小藤田 爽真
ちゃん

小藤田 爽真
ちゃん

村田 結月ちゃん村田 結月ちゃん 湯山 海聖ちゃん湯山 海聖ちゃん 鴻野 友舞ちゃん鴻野 友舞ちゃん
（上白岩）（上白岩）（上白岩）

鈴木 悠唯ちゃん
鈴木 悠唯ちゃん（牧之郷）（牧之郷）（牧之郷）

（本立野）（本立野）（本立野）

菊池 花愛ちゃん
菊池 花愛ちゃん（熊坂）（熊坂）（熊坂）

よこうち　
 ゆめ かわかみ  

 りん

うえだ　 こうき こわ　　な
なせ

なかはら
　かずき たしろ　 

 かいち

こうの　  ゆうま
すずき　    ゆい

ことうだ　
  そうま

たにもと　ゆう
き

むらた　  ゆづき

きくち　  はなえ

鈴木 陽太ちゃん鈴木 陽太ちゃん
すずき　  ひなた

（修善寺）（修善寺）（修善寺）

いいだ    はると

ゆやま　  か
ざと

2012.1119 2012.11 18
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お知らせ
シ
イ
タ
ケ
種
菌
購
入
に
対
す
る

補
助
制
度
が
始
ま
り
ま
す

　

市
で
は
、福
島
原
子
力
発
電
所
事
故
に
伴

う
放
射
性
物
質
汚
染
被
害
に
よ
り
、出
荷
自

粛
、自
主
回
収
、販
売
価
格
の
下
落
や
風
評
被

害
な
ど
の
影
響
を
受
け
た
原
木
シ
イ
タ
ケ
生

産
者
を
支
援
し
、伊
豆
市
産
シ
イ
タ
ケ
の
維

持・発
展
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、補
助

金
制
度
を
創
設
し
ま
し
た
。

　

な
お
、こ
の
制
度
は
本
年
度
か
ら
平
成
26

年
度
ま
で
の
3
カ
年
限
定
で
す
。

補
助
対
象
／

○
毎
年
１
月
１
日
か
ら
８
月
31
日
ま
で
に
シ

　

イ
タ
ケ
種
菌
を
1
万
個
以
上
購
入（
種
菌

　

受
け
取
り
か
ら
代
金
支
払
い
ま
で
）し
、市

　

内
で
シ
イ
タ
ケ
生
産
を
行
う『
伊
豆
市
椎

　

茸
組
合
』の
組
合
員
ま
た
は
市
内
に
住
所

　

を
有
す
る
人

○
種
菌
は
、『
種
駒
』ま
た
は『
形
成
菌
』　　

　
（
オ
ガ
菌
は
対
象
外
）

補
助
金
額
／
種
菌
１
個
に
つ
き
１
円

申
請
方
法
／
12
月
28
日（
金
）ま
で
に
、申
請

書
、納
品
明
細
、領
収
書
の
写
し
ま
た
は
販
売

者
の
販
売
証
明
書
を
農
林
水
産
課
ま
た
は
各

支
所
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。申
請
は
１
年
度

１
回
に
限
り
ま
す
。な
お
、平
成
25・26
年
度

は
、９
月
30
日
が
申
請
期
限
と
な
り
ま
す
。

※
申
請
書
は
、農
林
水
産
課
、各
支
所
ま
た
は

　

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
あ
り
ま
す
。

問
合
せ
／
農
林
水
産
課
☎（
72
）９
８
９
３

狩
猟
期
間
が
始
ま
り
ま
す

　

11
月
１
日（
木
）か
ら
狩
猟
期
間
が
始
ま
り

ま
す
。期
間
は
来
年
２
月
28
日（
木
）ま
で
の

４
カ
月
間
で
、こ
の
う
ち
銃
猟
の
で
き
る
期
間

は
11
月
15
日（
木
）か
ら
来
年
２
月
15
日（
金
）

ま
で
で
す
。

　

山
仕
事
や
ハ
イ
キ
ン
グ
で
山
に
入
ら
れ
る
際

は
、目
立
つ
服
装
や
音
の
出
る
も
の
を
身
に
着

け
る
な
ど
、狩
猟
者
に
自
分
の
存
在
を
知
ら
せ

る
よ
う
心
掛
け
て
く
だ
さ
い
。

　

狩
猟
者
の
皆
さ
ん
は
マ
ナ
ー
を
守
り
、事
故

の
な
い
よ
う
安
全
な
狩
猟
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

　

な
お
、『
第
36
回
全
国
育
樹
祭
』開
催
の
た

め
、11
月
９
日（
金
）か
ら
11
日（
日
）ま
で
の
３

日
間
は
、狩
猟
の
自
粛
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
合
せ
／
農
林
水
産
課
☎（
72
）９
８
９
３

『
万
天
の
湯
』『
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
』の

営
業
終
了
に
つ
い
て

　

昭
和
40
年
に
オ
ー
プ
ン
し
た『
国
民
宿
舎

中
伊
豆
荘
』は
、旅
行
形
態
の
変
化
や
施
設
老

朽
化
に
よ
り
、平
成
18
年
に
閉
館
し
ま
し
た
。

こ
れ
に
伴
い
、平
成
12
年
に
開
業
し
た『
万
天

の
湯
』の
日
帰
り
入
浴
や
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
利
用

も
減
少
が
続
い
て
い
ま
す
。市
財
政
の
圧
迫
を

回
避
し
、ま
た
一
連
の
施
設
の
再
生
を
図
る
た

め
、民
間
活
力
を
求
め
て
売
却
処
分
を
進
め

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
に
よ
り
、『
万
天
の
湯
』お
よ
び『
テ
ニ
ス

コ
ー
ト
』の
営
業
は
、12
月
26
日（
水
）ま
で
と

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

今
後
の
公
募
に
よ
る
売
却
の
見
込
み
、さ
ら

に
民
間
に
よ
る
活
用
方
法
な
ど
は
未
定
で
す
。

ま
ず
は
営
業
終
了
を
お
知
ら
せ
す
る
と
と
も

に
、ご
利
用
い
た
だ
い
た
皆
さ
ん
に
対
し
て
、お

礼
申
し
上
げ
ま
す
。

問
合
せ
／
産
業
振
興
課
☎（
72
）９
９
１
０

11
月
は『
計
量
強
調
月
間
』

～
暮
ら
し
を
支
え
る
正
し
い
計
量
～

　

正
確
な
計
量
は
、わ
た
し
た
ち
の
生
活
の
基

本
で
す
。身
の
回
り
に
あ
る
さ
ま
ざ
ま
な
計

量
器
が
正
確
に
作
動
し
、正
し
く
使
わ
れ
る

よ
う『
計
量
法
』で
計
量
の
基
準
を
定
め
、適

正
な
計
量
の
実
施
の
確
保
を
図
っ
て
い
ま
す
。

食
料
品
の
内
容
量
と
風
袋
／
食
料
品
の
内

容
量
に
は
、風
袋（
ト
レ
イ・ラ
ッ
プ・経き

ょ
う
ぎ木
、ワ
サ

ビ・タ
レ
な
ど
）は
含
ま
れ
ま
せ
ん
。

　

商
品
の
内
容
量
＝

　
　
　

商
品
全
体
の
重
さ（
総
量
）―
風
袋

は
か
り
の
定
期
検
査
／
取
引
や
証
明
に
使
用

す
る
は
か
り
は
、2
年
に
1
回
の
定
期
検
査
が

義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。対
象
と
な
る
お
店

は
、食
料
品
店
、宅
配
便
取
扱
店
、薬
局
な
ど

で
す
。市
で
は
、５・６
月
に
実
施
済
み
で
す
。

計
量
に
関
す
る
相
談
窓
口
／

静
岡
県
計
量
検
定
所

☎
０
５
４（
２
７
８
）８
３
１
１

産
業
振
興
課
☎（
72
）９
９
１
０

建
物
を
取
り
壊
し
た
と
き
は

届
け
出
が
必
要
で
す

　

建
物
の
全
部
ま
た
は
一
部
を
滅
失（
取
り

壊
し
な
ど
）
し
た
場
合
は
、
登
記
の
有
無

に
か
か
わ
ら
ず
、
速
や
か
に
税
務
課
ま
た

は
各
支
所
で
届
け
出
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　

登
記
建
物
の
場
合
に
は
、
市
へ
の
届
け

出
と
は
別
に
、
法
務
局
で
滅
失
登
記
の
手

続
き
を
し
て
い
た
だ
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

な
お
、
納
税
通
知
書
（
５
月
送
付
）
に

同
封
し
た
『
は
が
き
』
で
お
知
ら
せ
い
た

だ
い
た
場
合
に
は
、
あ
ら
た
め
て
届
け
出

の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

固
定
資
産
税
は
、
毎
年
１
月
１
日
を
基

準
日
と
し
て
課
税
さ
れ
ま
す
。
１
月
１
日

現
在
に
存
在
す
る
建
物
に
つ
い
て
は
、
当

該
年
度
の
課
税
の
対
象
と
な
り
ま
す
。

届
け
出
に
必
要
な
も
の
／
申
請
者
の
印
鑑

（
代
理
人
可
）
、
家
屋
の
所
在
地・家
屋
番

号
（
登
記
建
物
の
場
合
）・取
り
壊
し
日
が

分
か
る
も
の

問
合
せ
／
税
務
課
☎（
72
）９
８
５
２

年
末
一
斉
ク
リ
ー
ン
作
戦
に

参
加
し
ま
せ
ん
か
？

と
き
／
12
月
２
日（
日
）８
時
30
分
～
９
時
30
分

※
開
始
時
間
は
各
地
区
に
お
任
せ
し
ま
す
。

※
集
積
所
へ
の
ご
み
の
排
出
は
、必
ず
10
時
ま

　

で
に
お
願
い
し
ま
す
。

参
加
者
／
市
民
、ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
な
ど

※
参
加
さ
れ
る
地
区
に
は
、
詳
細
を
ご
連

　

絡
し
て
あ
り
ま
す
。

問
合
せ
／
環
境
衛
生
課
☎（
72
）９
８
５
７

お
知
ら
せ

田
方
広
域
都
市
計
画
変
更
決
定
に
係
る

縦
覧
の
お
知
ら
せ

　

『
火
葬
場
（
伊
豆
聖
苑
）
の
区
域
変
更
』

お
よ
び
『
し
尿
処
理
施
設
の
建
設
』
に
関
す

る
都
市
計
画
案
に
つ
い
て
、
次
の
と
お
り
縦

覧
し
ま
す
。
ま
た
、
期
間
満
了
の
日
ま
で
に

意
見
書
を
提
出
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

■
都
市
計
画
の
種
類
お
よ
び
名
称

　

種
類
／
田
方
広
域
都
市
計
画
施
設

　

名
称
／
○
伊
豆
市
火
葬
場

　

○
伊
豆
市
汚
泥
再
生
処
理
セ
ン
タ
ー

■
縦
覧
の
期
間
お
よ
び
場
所

　

期
間
／
10
月
26
日（
金
）～
11
月
9
日（
金
）

　

8
時
30
分
～
17
時
15
分

　

と
こ
ろ
／
土
地
対
策
課

■
意
見
書
の
提
出

　

意
見
書
の
提
出
を
希
望
す
る
人
は
縦
覧

期
間
中
に
、
持
参
ま
た
は
郵
送
し
て
く
だ

さ
い
（
11
月
9
日
17
時
15
分
必
着
）
。
意

見
書
（
様
式
自
由
）
に
要
旨
お
よ
び
そ
の

理
由
な
ら
び
に
住
所
、
氏
名
を
記
入
し
た

上
、
あ
て
名
を
『
伊
豆
市
代
表
者　

伊
豆

市
長　

菊
地
豊
』
と
し
て
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
・
提
出
先
／
〒
４
１
０
―
２
５
０
５

伊
豆
市
八
幡
５
０
０
―
１

土
地
対
策
課
☎（
83
）５
２
０
６

『
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
』募
金
へ
の

ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

　

こ
の
募
金
は
、大
仁
地
区
保
護
司
会
や
大

仁
地
区
更
生
保
護
女
性
会
が
主
催
す
る『
社

会
を
明
る
く
す
る
運
動
』の
集
会
、街
頭
啓
発

活
動
、薬
物
乱
用
防
止
活
動
、犯
罪
予
防
活

動
な
ど
に
活
用
さ
れ
ま
す
。

募
金
額
／
88
万
８
８
０
０
円

■
小・中
学
生
作
文
コ
ン
テ
ス
ト
結
果

　

こ
の
作
文
コ
ン
テ
ス
ト
は
、全
国
の
小
中
学

生
に
、日
常
生
活
の
中
で
体
験
し
た
こ
と
を
基

に
、犯
罪・非
行
な
ど
に
関
し
て
考
え
た
こ
と
、

感
じ
た
こ
と
を
作
文
に
書
く
こ
と
で
、『
社
会

を
明
る
く
す
る
運
動
』に
対
す
る
理
解
を
深

め
て
も
ら
う
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　

市
で
は
57
点
の
応
募
が
あ
り
、次
の
６
点
を

県
推
進
委
員
会
に
推
薦
し
ま
し
た
。

　

推
薦
作
品
／

　

○『
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
』

　
　

井
村 

飛
美
希
さ
ん（
修
善
寺
東
小
６
年
）

　

○『
言
葉
は
す
ご
い
な
！
』

　
　

増
田 

萌
花
さ
ん（
湯
ヶ
島
小
６
年
）

　

○『
あ
い
さ
つ
か
ら
』

　
　

三
田 

奈
央
さ
ん（
狩
野
小
６
年
）　　

　

○『
小
さ
な
こ
と
か
ら
少
し
ず
つ
』

　
　

小
川 

由
加
里
さ
ん（
修
善
寺
中
２
年
）

　

○『
十
五
歳
』

　
　

山
田 

夏
歩
さ
ん（
修
善
寺
中
３
年
）

　

○『
人
と
人
と
の
つ
な
が
り
か
ら
』

　
　

笹
原 

早
希
子
さ
ん（
天
城
中
３
年
）　

問
合
せ
／
市
民
課
☎（
72
）９
８
５
８

日
本
赤
十
字
社
社
費・義
援
金

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

　

皆
さ
ん
か
ら
い
た
だ
い
た
お
金
は
、日
赤
静

岡
県
支
部
を
通
し
て
、国
内
外
の
災
害
時
の

救
護
活
動
や
紛
争
に
よ
る
避
難
民
、伝
染
病

な
ど
で
苦
し
む
人
々
への
救
援
活
動
に
役
立
て

ら
れ
ま
す
。ご
協
力
を
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

社
費
合
計
／
９
４
５
９
件　

５
５
７
万
３
５
０
０
円

○
一
般
社
費（
一
般
世
帯
か
ら
の
寄
附
）　

９
０
５
８
件 

４
５
２
万
９
５
０
０
円

○
応
能
社
費（
赤
十
字
奉
仕
団
員
か
ら
の
寄

　

附
）２
３
８
件　

31
万
９
千
円

○
法
人
社
費（
事
業
所
か
ら
の
寄
附
）

　

１
６
３
件　

72
万
5
千
円

東
日
本
大
震
災
義
援
金
に
つ
い
て
／

１
３
９
５
万
１
１
０
８
円（
９
月
３０
日
現
在
）

　

義
援
金
受
け
付
け
は
、来
年
３
月
３１
日
ま

で
で
す
。今
後
も
ご
協
力
お
願
い
し
ま
す
。

問
合
せ
／
健
康
増
進
課
☎（
72
）９
８
６
１

11
月
は『
静
岡
県
子
ど
も・若
者
育
成
支

援
強
調
月
間
』『
静
岡
県
家
庭
教
育
を
考

え
る
強
調
月
間
』で
す

　

こ
の
機
会
に
、家
族
み
ん
な
で
会
話
や
食
事

を
す
る
な
ど「
い
つ
も
は
で
き
な
い
こ
と
」、「
で

き
て
い
る
け
ど
な
か
な
か
時
間
が
か
け
ら
れ
な

い
こ
と
」に
、『
家
族
の
絆
』を
意
識
し
て
取
り

組
ん
で
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
？

　

ま
た
、家
庭
だ
け
で
な
く
、子
ど
も
や
若
者

を
は
ぐ
く
む
地
域
づ
く
り
を
進
め
る
た
め
に

家
庭
、学
校
、地
域
が
連
携
を
進
め
、一
体
と

な
って
子
ど
も
を
育
て
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

問
合
せ
／
社
会
教
育
課
☎（
83
）５
４
７
６

11
月
は
児
童
虐
待
防
止
推
進
月
間

「
こ
れ
っ
て
、虐
待
か
な
？
」と
思
っ
た
ら
…

　
「
子
ど
も
の
泣
き
声
が
頻
繁
に
聞
こ
え
る
」

「
い
つ
も
不
潔
に
し
て
い
る
」な
ど
、虐
待
を
受

け
て
い
る
可
能
性
が
あ
る
子
ど
も
に
気
付
い

た
ら
、す
ぐ
に
相
談・連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。そ

れ
が
子
ど
も
を
虐
待
か
ら
守
る
一
歩
と
な
り
、

虐
待
を
行
っ
た
保
護
者
への
子
育
て
支
援
に
も

つ
な
が
り
ま
す
。

　

連
絡・相
談
は
匿
名
で
行
う
こ
と
も
で
き
、

責
任
を
問
わ
れ
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。連

絡
者
や
内
容
に
関
す
る
秘
密
は
守
ら
れ
ま
す
。

子
育
て
の
悩
み
を
、一
人
で
抱
え
な
い
で

　

出
産
や
子
育
て
に
つ
い
て
不
安
や
悩
み
を
相

談
で
き
ず
、ス
ト
レ
ス
を
抱
え
込
ん
で
い
る
家

庭
が
多
い
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。一
人
で
悩
ま

な
い
で
、気
軽
に
周
囲
の
人
や
相
談
機
関
に
相

談
し
ま
し
ょ
う
。ま
た
、身
近
に
悩
ん
で
い
る

人
が
い
れ
ば
、ひ
と
声
掛
け
て
く
だ
さ
い
。

こ
ど
も
を
虐
待
か
ら
守
る
た
め
の
５
か
条

①「
お
か
し
い
」と
感
じ
た
ら
迷
わ
ず
に
連
絡

②「
し
つ
け
の
つ
も
り
…
」は
言
い
訳

③ 

一
人
で
抱
え
込
ま
な
い

④ 

親
の
立
場
よ
り
子
ど
も
の
立
場

⑤ 

虐
待
は
あ
な
た
の
周
り
で
も
起
こ
り
う
る

オ
レ
ン
ジ
リ
ボ
ン
運
動

　

オ
レ
ン
ジ
リ
ボ
ン
に
は
、子
ど
も
虐
待
を
防

止
す
る
と
い
う
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
込
め
ら
れ
て
い

ま
す
。

連
絡
先
／
県
東
部
児
童
相
談
所

☎
０
５
５（
９
２
２
）４
１
９
９

こ
ど
も
課
☎（
72
）９
８
７
０

有効期限は
このシールで確認！

▲この場合は、平成 24
年 6 月に定期検査を受け、
次回は平成 26 年 6 月ま
でに検査を受けなくてはな
らないということを表してい
ます。

▲このオレンジ色のリ
ボンを見掛けたら、子
どもへの虐待防止を
思い出してください。
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お知らせ
母
子
寡
婦
福
祉
資
金
制
度

　

県
が
高
校
や
大
学
、専
門
学
校
な
ど
の
入

学
・
修
学
が
経
済
的
に
困
難
な
母
子
家
庭

を
対
象
に
、授
業
料
や
教
材
費
な
ど
に
か
か

る
就
学
資
金
、入
学
に
際
し
直
接
必
要
と

す
る
支
度
金
の
貸
し
付
け
を
行
い
ま
す
。

　

就
学
資
金
、就
学
支
度
資
金
の
貸
し
付

け
金
額
は
、お
子
さ
ん
の
就
学
先
に
よ
っ
て

限
度
額
が
変
わ
り
ま
す
。

受
付
／
平
成
25
年
１
月
末
ま
で
に
、こ
ど
も

課
ま
た
は
各
支
所
へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

面
接
日
／
平
成
25
年
２
月
１
日（
金
）

そ
の
他
／
就
学
資
金
以
外
に
も
さ
ま
ざ
ま
な

制
度
が
あ
り
ま
す
。

問
合
せ
／
こ
ど
も
課
☎（
72
）９
８
６
４

県
東
部
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー
こ
ど
も
家
庭
課

☎
０
５
５（
９
２
０
）２
０
８
０

税
務
課
臨
時
職
員
募
集（
若
干
名
）

仕
事
の
内
容
／
確
定
申
告
事
務
の
補
助

雇
用
期
間
／
平
成
25
年
１
月
15
日（
火
）～

３
月
29
日（
金
）※
土・日・祝
日
は
休
日

就
業
場
所・時
間
／
税
務
課

８
時
30
分
～
16
時
30
分（
休
憩
60
分
）

賃
金
／
時
給
８
３
０
円（
通
勤
費
支
給
）

採
用
条
件
／
パ
ソ
コ
ン
の
操
作
が
で
き
、市
税

に
滞
納
が
な
い
こ
と

応
募
方
法
／
11
月
16
日（
金
）ま
で
に
税
務
課

へ
履
歴
書
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い（
郵
送
可
）。

問
合
せ
／
☎
税
務
課（
72
）９
８
５
４

冬
の
花
か
ざ
り
教
室
参
加
者
募
集

　

市
主
催
の
花
か
ざ
り
教
室
を
次
の
日
程
で

開
催
し
ま
す
。冬
の
ふ
る
さ
と
を
彩
る
寄
せ

植
え
を
作
り
ま
し
ょ
う
。

と
き
／
12
月
７
日（
金
）13
時
30
分
～
16
時

と
こ
ろ
／
生
き
い
き
プ
ラ
ザ

内
容
／
彩
り
の
少
な
い
冬
の
ふ
る
さ
と
を
飾

る
寄
せ
植
え
作
り

講
師
／garden IT

O

　

伊
藤 

龍
彦 

先
生

参
加
費
／
３
千
円

対
象
／
市
民
ま
た
は
市
内
在
勤
者

定
員
／
先
着
25
人

申
込
方
法
／
住
所
、氏
名
、電
話
番
号
を
農

林
水
産
課
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
／
農
林
水
産
課
☎（
72
）９
８
９
３

ソ
フ
ト
バ
レ
ー
教
室
参
加
者
募
集

　

ソ
フ
ト
バ
レ
ー
は
、１
チ
ー
ム
４
人
で
行
う
バ

レ
ー
ボ
ー
ル
と
同
じ
ル
ー
ル
の
ス
ポ
ー
ツ
で
す
。

ネ
ッ
ト
を
挟
ん
で
攻
防
を
繰
り
広
げ
、ラ
リ
ー

に
勝
っ
た
チ
ー
ム
が
得
点
す
る
方
法
で
勝
敗

を
決
定
し
ま
す
。軟
ら
か
い
ボ
ー
ル
な
の
で
、お

子
さ
ん
か
ら
成
人
ま
で
楽
し
め
ま
す
。

と
き・と
こ
ろ
／

○
11
月
７
日（
水
）狩
野
ド
ー
ム

○
11
月
９
日（
金
）修
善
寺
体
育
館

○
11
月
14
日（
水
）中
伊
豆
社
会
体
育
館

○
11
月
16
日（
金
）土
肥
小
学
校
体
育
館

受
付
19
時
15
分
～

持
ち
物
／
運
動
で
き
る
服
装
、体
育
館
シ
ュ
ー

ズ
な
ど

申
込
み・問
合
せ
／

社
会
教
育
課
☎（
83
）５
４
７
７

狩
野
ド
ー
ム
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ル
ー
ム　

フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
講
習
受
講
者
募
集

　

こ
の
機
会
に
、自
分
の
体
や
意
識
を
変
え
て

み
ま
せ
ん
か
？
事
前
申
し
込
み
は
不
要
で
す
。

と
き
／
11
月
22
日（
木
）14
時
～
17
時

11
月
27
日（
火
）17
時
～
20
時

と
こ
ろ
／
狩
野
ド
ー
ム
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ル
ー
ム

内
容
／
機
器
の
説
明
、ス
ト
レ
ッ
チ
方
法
、ト
レ

ー
ニ
ン
グ
メ
ニュー
の
相
談

対
象
／
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
講
習
を
受
講
し
た
人

※
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
講
習
は
毎
月
第
３
月
曜
日
に

　

行
っ
て
い
ま
す
。

参
加
費
／
市
内
１
０
０
円
、市
外
２
０
０
円

持
ち
物
／
運
動
で
き
る
服
装
、タ
オ
ル
、飲
み

物
、体
育
館
シ
ュー
ズ

問
合
せ
／
社
会
教
育
課
☎（
83
）５
４
７
７　

狩
野
ド
ー
ム
☎（
87
）１
６
１
１

十
一
月
の
近
代
日
本
画

　

今
月
は
、
古
来
よ
り
読
み
親
し
ま
れ
て
き

た
『
源
氏
物
語
』
や
『
伊
勢
物
語
』
な
ど
、

王
朝
文
学
を
題
材
と
し
た
物
語
絵
を
中
心
に

展
示
し
ま
す
。
特
に
今
回
は
、
小
林
古
径
の

美
意
識
の
集
大
成
と
も
い
え
る
画
帖
『
伊
勢

物
語
』
全
12
図
を
一
堂
に
公
開
し
ま
す
。

展
示
作
品
／

『
伊
勢
物
語
』
小
林
古
径 

一
帖 

大
正
４
年

『
武
蔵
野
』
小
林
古
径 

一
幅 

明
治
末

『
蔦
紅
葉
』
長
野
草
風 

一
幅 

明
治
末
～
大
正

『
鷹
狩
』
小
堀
鞆
音 

一
幅 

明
治
末

『
頼
政
』
安
田
靫
彦 

一
幅 

昭
和
20
年
代

　

平
安
時
代
の
歌
物
語
で
あ
る『
伊
勢
物
語
』

は
、
古
く
は
10
世
紀
ご
ろ
か
ら
絵
画
化
さ
れ
、

工
芸
の
意
匠
に
も
取
り
上
げ
ら
れ
て
き
ま
し

た
。
こ
の
画
帖
（
右
図
）
は
、『
伊
勢
物
語
』

に
取
材
し
た
絵
12
図
を
収
め
た
も
の
で
、
白

描
・
淡
彩
・
濃
彩
画
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
に
描

き
分
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

展
示
期
間
／
11
月
２
日（
金
）～
27
日（
火
）

９
時
～
16
時（
木
曜
休
館
）

入
館
料
／
大
人
３
０
０
円
、
小
中
高
生
１
５
０
円

問
合
せ
／
修
善
寺
郷
土
資
料
館
☎（
72
）１
９
３
４

手
書
き
で
チ
ャ
レ
ン
ジ
！
ペ
ン
習
字
年
賀
状

　

年
賀
状
作
成
の
時
期
に
合
わ
せ
、ペ
ン
習
字

講
座
を
開
催
し
ま
す
。

　

あ
て
名
書
き
、簡
単
な
あ
い
さ
つ
文
な
ど
、

実
用
文
字
に
つ
い
て
学
び
ま
す
。読
み
や
す
く

美
し
い
文
字
で
年
賀
状
を
書
き
、心
新
た
に

新
年
を
迎
え
て
み
ま
せ
ん
か
？

と
き
／
12
月
5
日（
水
）13
時
30
分
～
15
時

と
こ
ろ
／
生
き
い
き
プ
ラ
ザ

講
師
／
栗
田 

輝
子
さ
ん

対
象
／
一
般
成
人
20
人
程
度

参
加
料
／
無
料

持
ち
物
／
ボ
ー
ル
ペ
ン
、筆
ペ
ン
、万
年
筆
の
う

ち
日
ご
ろ
使
っ
て
い
る
も
の

募
集
開
始
／
11
月
13
日（
火
）9
時
～（
土
日

を
除
く
）※
詳
細
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
／
社
会
教
育
課
☎（
83
）５
４
７
６

平
成
25
年
成
人
式
に
つ
い
て

　

成
人
式
を
、平
成
25
年
１
月
13
日（
日
）に

生
き
い
き
プ
ラ
ザ
で
行
い
ま
す
。

　

対
象
の
新
成
人
に
は
、案
内
状
を
郵
送

し
ま
し
た
。出
欠
席
の
ご
返
事
は
10
月
31
日

（
水
）ま
で
と
な
っ
て
い
ま
す
。案
内
状
が
届
い

て
い
な
い
場
合
は
、社
会
教
育
課
ま
で
至
急
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。

対
象
／

○
平
成
４
年
４
月
２
日
～
平
成
５
年
４
月
１

　

日
生
ま
れ
の
市
内
中
学
校
卒
業
者

○
平
成
24
年
９
月
１
日
現
在
で
市
内
在
住
の

　

平
成
４
年
４
月
２
日
～
平
成
５
年
４
月
１

　

日
生
ま
れ
の
人

問
合
せ
／
社
会
教
育
課
☎（
83
）５
４
７
６

『
青
少
年
健
全
育
成
大
会
』開
催

　

小
中
高
生
代
表
の
主
張
発
表
、表
彰
に
加

え
、伊
豆
総
合
高
等
学
校・土
肥
高
等
学
校
合

同
に
よ
る
活
動
報
告
お
よ
び
一
輪
車
ク
ラ
ブ

に
よ
る
演
技
や
市
町
駅
伝
競
走
大
会
出
場
選

手
の
壮
行
会
を
行
い
ま
す
。

　

入
場
無
料
で
ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
。

と
き
／
11
月
23
日（
金・祝
）13
時
15
分
～
16
時

と
こ
ろ
／
生
き
い
き
プ
ラ
ザ

問
合
せ
／
社
会
教
育
課
☎（
83
）５
４
７
６

狩
野
川
流
域
ア
グ
リ
ツ
ー
リ
ズ
モ
導
入

セ
ミ
ナ
ー（
伊
豆
市
編
）

　

イ
タ
リ
ア
で
は
、１
兆
円
産
業
に
成
長
し
た

ア
グ
リ
ツ
ー
リ
ズ
モ（
農
村
観
光
）。ト
ス
カ
ー

ナ
州
南
部
地
域
を
参
考
に
、狩
野
川
流
域・伊

豆
市
な
ら
で
は
の
ア
グ
リ
ツ
ー
リ
ズ
モ
を
構
築

し
、新
し
い
観
光
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
て
い
く
方

法
を
考
え
ま
す
。

と
き
／
11
月
14
日（
水
）10
時
～
15
時
30
分

と
こ
ろ
／
生
き
い
き
プ
ラ
ザ

内
容
／

○
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
ア
グ
リ
ツ
ー
リ
ズ
モ
の
実
態
を

　

知
る

○
伊
豆
市
に
お
け
る
、ア
グ
リ
ツ
ー
リ
ズ
モ
導

　

入
の
可
能
性

そ
の
他
／
参
加
は
無
料
で
す
が
、事
前
に
申

し
込
み
が
必
要
で
す
。

問
合
せ
／
狩
野
川
流
域
雇
用
創
造
協
議
会

研
修
事
務
局
☎
０
５
５（
９
４
８
）９
９
４
４

観
光
交
流
課
☎（
72
）９
９
１
１

平
成
24
年
度
国
公
立
幼
稚
園
ウ
ィ
ー
ク

幼
稚
園･

こ
ど
も
園
公
開
保
育

　

市
内
公
立
幼
稚
園･

こ
ど
も
園
で
は
、地
域

の
皆
さ
ん
に
園
の
様
子
を
知
っ
て
い
た
だ
く

機
会
を
設
け
て
い
ま
す
。子
ど
も
た
ち
が
、地

域
の
中
で
人
や
も
の
と
か
か
わ
り
な
が
ら
、い

ろ
い
ろ
な
体
験
を
通
し
豊
か
に
育
つ
こ
と
を
目

指
し
て
い
ま
す
。ぜ
ひ
、ご
来
園
く
だ
さ
い
。

と
き
／
11
月
12
日（
月
）～
14
日（
水
）

９
時
～
16
時（
保
育
時
間
は
14
時
ま
で
）　　

と
こ
ろ
／
市
内
公
立
幼
稚
園・こ
ど
も
園

そ
の
他
／

○
ど
ち
ら
の
園
に
遊
び
に
行
っ
て
も
構
い
ま
せ

　

ん
。ご
都
合
の
良
い
時
間
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

○『
園
庭
開
放
』や『
子
育
て
相
談
』も
同
日

　

開
催
し
ま
す
。

○
詳
細
は
、各
園
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
／
狩
野
幼
稚
園
☎（
87
）０
８
０
０

湯
ヶ
島
幼
稚
園
☎（
85
）０
４
０
６

さ
く
ら
こ
ど
も
園
☎（
83
）０
１
３
２

土
肥
こ
ど
も
園
☎（
98
）０
２
２
８

イ
ベ
ン
ト
・
教
室

Q 

特
定
健
診
は
ま
だ
受
け
ら
れ
ま
す
か
？

　　　A　　　 

12
月
に
追
加
検
診
が
あ
り
ま
す
。 

　

11
月
中
旬
に
未
受
診
の
人
へ
『
受
診
勧

奨
の
ご
案
内
』
を
送
付
し
ま
す
の
で
、
詳

細
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。
５
月
に
送
付
さ

れ
た
受
診
券
は
、
そ
の
ま
ま
使
用
で
き
ま

す
。
受
診
券
を
無
く
し
た
人
は
、
再
発
行

し
ま
す
の
で
、
市
民
課
に
ご
連
絡
だ
さ
い
。

　

な
お
、
前
立
腺
が
ん
、
肝
炎
検
査
も
特

定
健
診
を
受
け
る
場
合
の
み
、
同
時
に
受

け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

健
診
機
関
／

12
月
１
日
（
土
）
～
12
月
28
日
（
金
）

※
た
だ
し
、
医
療
機
関
の
診
療
日
に
よ
り

　

異
な
り
ま
す
。
事
前
に
各
医
療
機
関
に

　

確
認
の
上
、
お
出
掛
け
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
／
市
民
課
☎
（
72
）
９
８
５
６

▲先生が一人ひとり丁寧に教えてくれます▲昨年度の大会で各種表彰を受賞した皆さん

募

　
　集
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（10月、筏場にて撮影）

　今年は、台風もなく稲の
作柄もまずまず良かったで
す。来年へ向けて収穫跡の
片付け、正月のお飾りワラ
の用意も万端です。
塩谷 厚子さん（70代・女性）

伊豆市の人口

※（　）内は前月比

平成24年
10月1日現在

男 　　16,392人 （－26）

女　　17,895人 （－28）

計　　34,287人 （－54）

世帯数 13,566世帯 （－12）

だよりvol.20

サイクルレジャーの
聖地を目指して！

　サイクルスポーツセンター主催で行われる『紅葉サイ
クリング』を今年も開催します。
　今年のコースは、全長約20kmのオフロードコースで、
一部舗装路も含みますが、マウンテンバイクで秋の風情
を味わえるコースとなっています。約3時間のファミリ
ー向け初心者コースですので、気軽にご参加ください。
なお、自転車を持っていない人には、マウンテンバイク
の有料レンタルもあります。
　終了後には、紅葉の下で秋の味覚を堪能する昼食を
ご用意しています。

とき／11月23日（金・祝）受付8時～8時30分※小雨決行
参加人数／先着80人
参加費／中学生以上3,500円 小学生2,000円
参加資格／小学生以上で約20kmのオフロードコース
を完走できる人
参加特典／『サイクルスポーツセンター入園券』、『5km
コース・MTBコースレンタル利用券』、『サイクル温泉
ゆ～サロン入場券』などのプレゼント
申込方法・申込締切／サイクルスポーツセンターのホー
ムページより参加申込書をダウンロードし、必要事項記
入の上、現金書留で参加料金と申込書、誓約書を同封
し、事務局へ１１月９日（金）までにお申し込みください。
※自転車のレンタル料は、当日受け付けにてお支払いください。

皆さんの写真をお待ちしています。投稿方法は市ホームページをご覧ください。

まちかど

プロジェクト
最前線！

市の主要事業を紹介するコーナーです。

～みんなで利活用して伊豆市の情報を発信しよう～ 

　申込み・問合せ　観光交流課☎（７２）９911　

　市観光情報ホームページは、行政主導で市内の観光情報を
網羅できる情報サイトを開設し、観光客などへの情報提供をよ
り充実させ、市への誘客につなげることを目的にしています。
　市内で経営している飲食店、宿泊施設、コンビニやガソリンス
タンドといった店舗や、イベント、観光情報の収集も行い、常に
最新情報を掲載できるよう更新作業を行っています。ホームペ
ージを利用される皆さん、ぜひ一度ご覧いただき、ご意見やご
感想などお待ちしています。
　また、市内で経営されて
いる店舗であれば、情報掲
載は無料です。情報を随時
募集していますので、気軽
にお問い合わせください。
　さらに、知る人ぞ知る『得
だね情報』や『あなばスポッ
ト』などありましたら教えて
ください！！
＜情報提供について＞
　市ホームページ＜募集＞の欄にある『市営観光情報ページに
掲載する情報・店舗を募集します』をご確認ください。

伊豆市観光情報ホームページ 

　問合せ　政策推進課☎（72）1187

11月23日（金・祝）開催！！
『紅葉サイクリング』のお知らせ

  問合せ　 
サイクルスポーツセンター内『紅葉サイクリング』事務局
☎（79）0004　FAX（79）0036
　

◎今月の表紙
三島・田方広報研究会共同編集

▲紅葉の中、ランチタイム▲秋のそよ風が気持ちいい！

共同取材も行いました！

　今月の特集記事『伊食同源』
は、伊豆市、伊豆の国市、函南町、
三島市が共同編集を行い、作成し
ました。また、表紙の写真は各市
町の特産品、背景には『新米』、ル
ビには『黒米』を使いました。
　伊豆市はシイタケとワサビを
使って『伊』を描きました。

 今も、昔も、時の流れを刻む風景 今も、昔も、時の流れを刻む風景

インターネットは…   サイクルスポーツセンター      検索

2012.11 24



★広報発行時点での予定ですので、変更になる場合があります。
★その他、詳細は『広報いず』をご参照ください。

人あったか　まちいきいき　自然つやつや　伊豆市

日　曜　日 月　曜　日 火　曜　日 水　曜　日 木　曜　日 金　曜　日 土　曜　日

広報カレンダー

と り 出 し て お 使 い く だ さ いと り 出 し て お 使 い く だ さ い

2012／H24
● 発行／伊豆市

広 報 カ レ ン ダ ー 広報カレンダー

       1

 2 3 4 5 6 7 8

 9 10 11 12 13 14 15 

  16 17 18   　　 19           20           21          22

  23          24           25          26           27           28          29
30          31

●第１３回静岡県市町対抗駅
伝大会（静岡県庁～草薙陸
上競技場）

●市民課窓口延長（本庁）
●修善寺図書館開館延長

●3歳児健診
（生きいきプラザ）

●離乳食教室
（生きいきプラザ）

●地域防災訓練（市内全域）
●年末一斉クリーン作戦
（市内全域） ●土肥図書館閉館日

●健康相談
（土肥保健センター）

●2歳・2.6歳児健診
（生きいきプラザ）
●フッ素塗布
（生きいきプラザ）

●ファミリー健康体力テスト
（中伊豆社会体育館）

●1.6歳・2歳・2.6歳・３歳児
健診（土肥保健センター）
●フッ素塗布
（土肥保健センター）

●市民課窓口延長（本庁）
●修善寺図書館開館延長

●市民課窓口延長（本庁）
●修善寺図書館開館延長●修善寺図書館閉館日

●修善寺図書館開館日

●図書館開館日

●市民課窓口延長（本庁）
●修善寺図書館開館延長

●健康相談
（天城保健福祉センター）

●健康相談
（生きいきプラザ）

●グリーンコンサート2012
（修善寺総合会館）

●健康相談
（中伊豆ふれあいプラザ） ●土肥図書館閉館日

月12

●修善寺地区上下水道料金 ……………………………… 25日
●土肥地区温泉料金 ……………………………………… 25日
●介護保険料第5期  ……………………………………… 25日
●固定資産税第3期  ……………………………………… 25日

今月の
納期限

施設
休館日

● 市役所 … 土・日・祝日
● 修善寺郷土資料館 … 木曜日
● 中伊豆歴史民俗資料館…土・日・祝日

● 中伊豆室内温水プール … 月曜日
● 天城温泉プール ………… 火曜日

● 清掃センター … 土（11時～）・日・祝日
● 図 書 館 … 月曜日
● 虹 の 郷 … 毎火曜日・17日・１９日・２０日

● イズシカ問屋 … 火・金曜日
● 湯の国会館… 水曜日
● 万 天 の 湯 … 木曜日



　保育園・こども園の園庭開放や子育て支援事業を実施し
ています。お子さんとぜひお越しください。 
時間／９時３０分～１１時３０分 ※祝日は除きます。
※『修善寺子育て支援センター』と『すいすい』は、９時～１５時

図書館でお話会
※図書館で手遊びや絵本の読み聞かせなどをします。

申込不要・時間まで
にお集まりください。

広報カレンダー

行政相談（要予約）
行政への苦情や要望、問合せなどを聞き、解決を図ります。
とき／18日（火）13時～16時
ところ／生きいきプラザ・天城保健センター
予約・問合せ／市民相談室☎（72）9858
中伊豆支所☎（83）1111 天城湯ヶ島支所☎（85）1111
土肥支所☎（98）1111

障害者福祉者相談会
障害者相談支援事業所の相談員が悩みに応じます。
とき／24日（月）13時30分～15時30分
ところ／生きいきプラザ
相談・問合せ／
障害者生活支援センターなかいずリハ☎（83）2195
在宅障害者サポートセンターふがく☎0550（87）0259
社会福祉課☎（72）9863

毎月25日は毎月25日は

毎月19日は毎月19日は 食育の日食育の日食育の日
地産地消の日地産地消の日地産地消の日

無料法律相談（要予約）
相続・離婚・交通事故などの相談に顧問弁護士が応じます。
とき・ところ／5日（水）8時30分～10時10分、19日（水）9時40
分～11時40分　生きいきプラザ
予約・問合せ／市民課☎（72）9858
中伊豆支所☎（83）1111　天城湯ケ島支所☎（85）1111
土肥支所☎（98）1111

人権相談（要予約）
家庭内や地域での困りごと、不当な差別やいじめなどの相談
に応じます。
とき／4日（火）9時～12時　
ところ／生きいきプラザ、天城湯ケ島支所
予約・問合せ／社会福祉課☎（72）9862

各
種
相
談

各
種
相
談

職業相談（予約不要）
ハローワーク三島が伊豆市と共同運営する職業相談窓口です。
とき／平日8時30分～17時
ところ／伊豆市地域職業相談室（柏久保）
問合せ／伊豆市地域職業相談室☎（74）3075

行政相談（要予約）
国の行政に関する苦情や要望、問い合わせなどを聴き、解決
を図ります。
とき／11日（火）9時～12時
ところ／生きいきプラザ、中伊豆支所
予約・問合せ／市民課☎（72）9858　土肥支所☎（98）1111
中伊豆支所☎（83）1111　天城湯ケ島支所☎（85）1111

障害者福祉相談会
障害者相談支援事業所の相談員が悩みに応じます。
とき／17日（月）13時30分～15時30分
ところ／生きいきプラザ
相談・問合せ／社会福祉課☎（72）9863
障害者生活支援センターなかいずリハ☎（83）2195
在宅障害者サポートセンターふがく☎0550（87）0259

結婚相談（予約不要）
結婚に関する相談に親身になって応じます。
とき／8日（土）13時～15時　ところ／生きいきプラザ
問合せ／市民課☎（72）9858

消費者相談（随時受付）
悪質商法被害など消費生活に関する相談に応じます。
とき／平日9時～16時　※木曜日は消費生活相談員駐在
ところ／市民課（本庁）・各支所
問合せ／市民課☎（72）9858

※行事などによりお休みする場合がありま
　すので、ご了承ください。

※緊急の場合は１１９

12月
休日当番医

 2日 エムオーエー奥熱海クリニック（伊豆の国市浮橋）☎（79）1100 
 9日 今野医院（八幡）☎（75）7050  
 16日 中島病院（松ヶ瀬）☎（87）0333 
 23日 つちやクリニック（伊豆の国市田京）☎（77）1511 
 24日 田京診療所（伊豆の国市田京）☎（76）3201 
 30日 中伊豆温泉病院（上白岩）☎（83）3333 
 31日 中島病院（松ヶ瀬）☎（87）0333

 園庭開放 　　実施日
 修善寺東保育園 　毎週火曜日
 熊坂保育園 　毎週火曜日
 橘保育園 　毎週月曜日
 原保保育園 　毎週金曜日

　　　 　子育て支援事業　　　　　　　　　実施日
のびのびくらぶ（天城保健センター） 毎週月・水・金曜日
にこにこフロア（土肥支所） 毎週月～金曜日
ちびっこサロン（中伊豆保健センター） 毎週火・水・木曜日
わんぱく広場（生きいきプラザ） 毎週月・金曜日

★日曜日のお話会(修善寺)3歳以上
　9日(日)14時～14時30分
★小さい子とお母さんのためのお話会(修善寺)0～3歳
　  7日・21日(金)10時30分～11時
★おはなしタイム（中伊豆）幼児・児童
　22日(土)10時30分～11時　　
★おはなしタイム Baby♪（中伊豆）乳幼児
　13・27日(木)10時30分～10時50分
★うりぼうおはなしかい(天城)0歳～3歳
　 13日(木)10時30分～10時50分
★おはなしの会（土肥）小学生以下
　15日(土)10時30分～11時
★クリスマス会(詳細は各図書館まで)
　修善寺22日(土)、中伊豆8日(土)、
　天城15日(土)、土肥16日(日)

12
21日までの毎火・金曜日　銀河ツアー／土肥

21日　修禅寺弘法市／修禅寺

21日　星まつり／修禅寺、奥の院

21日～24日　虹の郷ロマンティッククリスマス

　　　　　　　／虹の郷（夜間開園）

23日　伊豆サンタマラソン／サイクルスポーツセンター

24日　恋人たちのクリスマスイベント／恋人岬

上旬～2月上旬　アロエが見ごろ／八木沢大久保地区

　　　　　　　　

　　　　　問合せ／伊豆市観光協会☎（85）1883

21日までの毎火・金曜日　銀河ツアー／土肥

21日　修禅寺弘法市／修禅寺

21日　星まつり／修禅寺、奥の院

21日～24日　虹の郷ロマンティッククリスマス

　　　　　　　／虹の郷（夜間開園）

23日　伊豆サンタマラソン／サイクルスポーツセンター

24日　恋人たちのクリスマスイベント／恋人岬

上旬～2月上旬　アロエが見ごろ／八木沢大久保地区

　　　　　　　　

　　　　　問合せ／伊豆市観光協会☎（85）1883

21日までの毎火・金曜日　銀河ツアー／土肥

21日　修禅寺弘法市／修禅寺

21日　星まつり／修禅寺、奥の院

21日～24日　虹の郷ロマンティッククリスマス

　　　　　　　／虹の郷（夜間開園）

23日　伊豆サンタマラソン／サイクルスポーツセンター

24日　恋人たちのクリスマスイベント／恋人岬

上旬～2月上旬　アロエが見ごろ／八木沢大久保地区

　　　　　　　　

　　　　　問合せ／伊豆市観光協会☎（85）1883

修善寺子育て支援センター（修善寺保育園） 毎週月～金曜日
子育て支援センター『すいすい』（認定こども園あゆのさと）  毎週月～金曜日

遊びに
きてね！
遊びに
きてね！



みんなの掲示板みんなの掲示板

とき・対象／木曜日17時～（幼稚園～小学校2
年生）・18時～（小学校3年生～大人）、金曜日
16時～（幼稚園～小学校2年生）・17時（小学校
３年生～大人）
内容／45分間練習（ストレッチ→アイソレーショ
ン→リズムトレーニングの基礎→振り付け）
講師／ＭＡ.ＲＩ.ＫＡ（LINC ＭＵＳＩＣ ＣＬＢ沼津校
ダンス講師）
料金・定員／1レッスン500円・先着20人（要予約）
持ち物／室内履き、汗ふきタオル、飲み物
申込み・問合せ／中伊豆室内温水プールふれっ
ぷ☎（75）7575

❖リズムに合わせて楽しく踊ろう！
ヒップホップダンス教室参加者募集

　元気なお年寄りが丹精込めた『農産物』、日ご
ろの成果を披露する『パフォーマンス』、芸術の秋
に披露する『逸品』。天城の豊かな自然に包まれ
た秋を喜び、にぎやかな一日を過ごしましょう。
とき／12月9日（日）9時～15時
ところ／天城会館
内容／○味自慢食べ物広場（焼きそば、コロッ
　ケ、焼き鳥、おでん、だんごなど）
○野菜・手芸品・陶芸品の即売、フリーマーケット
○パフォーマンス（天城連峰太鼓、舞踊、フラダ
　ンス、箏曲（そうきょく）、バンド演奏、ハーモ
　ニカ演奏、一輪車演技など）
○踊り子コンテスト、かかしコンテスト
○保・幼稚園児、小・中学生などの作品展示ほか
その他／ボンネットバスで巡る紅葉ミニツアー
も実施します（料金1人300円）。
問合せ／天城みのり祭り実行委員会
☎(85)1132

❖きにゃんよ、みにゃんよ、やんべえよ！
ずねゃあじゃ天城！『天城みのり祭り』

❖第４期スロートレーニング教室
受講者募集

❖茅野まるごとポスター展2012
～もしも、住民がポスターを作ったら？～

とき／１２月２０日（木）１２時～１６時
（受付１１時３０分～）
ところ／ふじさんめっせ（富士市柳島189-8）
参加企業／県内に就業場所があり、正社員とし
ての採用計画がある企業
対象者／平成25年3月卒業予定の大学（院）、短
大、高専、専修学校などの学生および卒業後3年
以内の求職者
内容／企業人事担当者との面談・面接・選考、参
加学生などの自己PRシートを見た企業からの
リクエスト（面談申し込み）制度（希望者のみ、
要事前申し込み）、ハローワークなどによる就職
相談コーナー、面接直前セミナー、参加企業に
よるPRタイムなど
持ち物／ハワーワークカード（お持ちの人）、選考
を実施する企業が指定する書類（選考希望の人）
問合せ／県経済産業部雇用推進課
☎054（221）2573

❖顔つけから始めます
～大人初心者水泳教室～

　医師、歯科医師、薬剤師、保健師、助産師、看
護師、準看護師、歯科衛生士、歯科技工士は、2
年に1度、12月31日現在の就業状況を届け出な
ければなりません。12月中旬ごろに県から各職
場を通じて『届出票』を配布しますので、提出を
お願いします。
提出期限／平成25年1月15日（火）
提出先／○医師、歯科医師、薬剤師…就業地ま
　たは住所地を管轄する保健所
○保健師、助産師、看護師、準看護師、歯科衛生
　士、歯科技工士…就業地を管轄する保健所
問合せ／○医師、歯科医師、薬剤師
　県健康福祉部管理局政策監付企画班
　☎054（221）3357
○保健師、助産師、看護師、準看護師、歯科衛生
　士、歯科技工士
　県健康福祉部医療健康局地域医療課医療人
　材室☎054（221）2434

❖医療従事者の皆さんへ
業務従事者届を提出してください

❖就職面接会『第３回大学生等
就職フェア』（静岡新卒者就職支援本部主催）

❖『出張コミュニティカレッジin
伊豆』受講者募集（全2回・受講無料）

とき／12月6日・13日・20日、平成２５年１月１０日・
１７日・２４日・３１日、２月７日・14日・21日（木）
13時～13時4５分（全10回）
※途中からの参加も受け付けます。
ところ／中伊豆室内温水プールふれっぷ
内容／顔つけ練習から２５ｍ泳げるようになる
のが目標
料金／初めての人は全10回受講料無料
（入館料４００円別途自己負担）
対象者／健康で水泳をやってみたい大人
定員／２０人
講師／伊豆スイムサポートスタッフ
申込方法／申込用紙に必要事項を記入し、提出
してください（用紙は『ふれっぷ』にあります）。
※電話でも受け付けます（仮申込み）。氏名、年
　齢、電話番号などをお知らせください。
申込み・問合せ／中伊豆室内温水プールふれっ
ぷ☎（７５）７５７５

　スロートレーニングとは、ヨガやストレッチな
どをゆっくりと行う運動で年齢に関係なくでき
ます。きれいな身体は骨盤とけんこう骨から。
とき／12月10日～平成２５年3月11日（祝日を
除く毎週月曜日）19時～21時
ところ／生きいきプラザ
持ち物／タオル、飲み物、ヨガマット、ボール
※貸出用のマット、ボールは用意しています。
受講料／3,000円
※お休みになった場合でも返却しません。
申込み／12月5日（水）9時から申し込みを受け
付けます。
※締め切り後でも、体験したい人は１回500円
　で参加できます。
申込み・問合せ／NPO法人伊豆市体育協会（修
善寺体育館） 総合型地域スポーツクラブアルテ
伊豆☎（72）5935

　茅野区の若者で構成されている『茅野塾』で
は、地域で生かしきれていない資源を有効活用
した商品開発の検討・実行による地域活性化や
定住促進に向けて活動しています。
　その活動紹介や、『茅野の人・地域・自然』を塾
生の視点からポスター形式で分かりやすく表現
し、『茅野』を多くの皆さんにしてもらうことを
目的にポスター展を開催します。入場無料です。
お気軽にご来場ください。
とき／12月8日（土）・9日（日）10時～16時
ところ／天城湯ケ島支所
内容／ポスター展示（来場者によるコンテスト実
施）、『茅野塾』の活動紹介、各種体験コーナー（コ
ースター、オリジナルエコバック作り）、茅野産物
産販売（ワサビ、黒米、間伐材利用グッズなど）、茅
野塾生それぞれの活動紹介・商品販売、その場で
振る舞う黒米もちつき、キッズコーナー
問合せ／茅野塾代表 浅田 芳孝☎（85）0112

①とき・ところ／平成25年1月26日（土）9時30分
～16時30分）、アクシスかつらぎ（伊豆の国市古奈255）
①内容／○『コミュニティづくり』
　講師：NPOサプライズ代表理事 飯倉 清太 氏
○『コミュニティリーダー』
　講師：静岡福祉文化実践研究所所長 平田 厚 氏
○『人と人との連携の取り方』
　講師：合同会社デザイン・アープ代表 川口 良子 氏
②とき・ところ／平成25年2月16日（土）9時30分
～15時30分、韮山時代劇場（伊豆の国市四日町772)
②内容／○『コミュニティ実施計画づくり』
　講師：㈱地域デザイン研究所所長 望月 誠一郎 氏
○グループワーク
応募条件／2回とも出席可能な人
申込み／12月21日（金）までにお申し込みくだ
さい。詳細はお問い合わせください。
申込み・問合せ／静岡県コミュニティづくり推進
協議会☎054（251）3585



❖わな猟免許試験のお知らせ

とき／１２月１６日（日）１１時３０分～１４時１５分
ところ／駿豆学園
内容／○模擬店…１１時３０分～１２時４５分
　メキシカンライス、フライドポテト、クリスピー
　チキン、フランクフルト、キャラメルポップコ
　ーンなど
○クリスマスの集い…１３時１５分～１４時１５分　
　利用者・中学生ボランティアの楽しい出し物
　があります。
問合せ／駿豆学園☎（９９）０２４８

❖修善寺駅前商店街では被災地
支援の一環で古本を回収します

【函南町】
❖かんなみ仏の里美術館
年間パスポートを発行！
　かんなみ仏の里美術館では、11月より購入日
から１年間有効のパスポートを発行します。有効
期間中は、観覧料が必要な仏像展示室を何回で
もご覧いただくことができます。パスポートは、
かんなみ仏の里美術館でお買い求めください。
料金／2,000円（年間観覧料）
持ち物／印鑑（認め印）
問合せ／かんなみ仏の里美術館
☎055（948）9330

　林退共に加入していたが、退職金をまだ受け
取っていない人、以前林業の仕事をしていたが、
林退共へ加入していたか分からない人を探して
います。罹災（りさい）された共済契約者および
被共済者の皆さんに対し、各種手続き（共済手帳
の紛失、退職金の請求等）の必要がある場合は、
できる限りの対応をしたいと考えています。
問合せ／独立行政法人勤労者退職金共済機構
林業退職金共済事業本部☎03（6731）2887
http://www.rintaikyo.taisyokukin.go.jp/

　税理士による無料税務相談を開設します。
税務に関することなら何でもお気軽にご相談く
ださい。予約制となりますので、事前にお申し
込みください。
とき／ 12 月12日・19日（水）13時～ 15時
ところ／東海税理士会三島支部税務指導所
（三島市大宮町 3-20-21）
その他／相談日は、お問い合わせください。
申込み・問合せ／東海税理士会三島支部税務
指導所☎055（972）1668

❖修善寺駅前商店街　ガラポン
抽選会・年末還元セールを開催！

❖駿豆学園『クリスマス会』
のご案内

❖わな猟免許試験のための
予備講習会（静岡県猟友会主催）

❖伊豆中央高等学校吹奏楽部
第23回冬のコンサート

❖林業退職金共済制度（林退共）
からのお知らせ

❖税理士による無料税務相談
の開設（要事前申し込み）

　抽選券は、１２月１日（土）～15日（土）までの
間、ガラポン抽選会参加店舗でお買い物をして
いただいたお客様に差し上げます。
　還元セールは、各店舗ごと独自のサービスを
１２月末まで行います。
抽選日／１２月１３日（木）・１４日（金）・１５日（土）
１０時～１８時
ところ／駅前コミュニティ会館
問合せ／伊豆市商工会修善寺支所☎（72）2111

とき／平成25年１月12日（土）
９時 50分～ 16時
ところ／静岡労政会館
（静岡市葵区黒金町 5-1）
講習内容／法令講義、獣の知識と判別、実技
講習、受験の心得
受講料／ 7,000 円（教材費、弁当代含む）
申込期限／ 12 月20日（木）
申込み・問合せ／㈳静岡県猟友会事務局
☎054(253)6427（平日の９時～ 16時）

　重要文化財『江川邸』内に設置された竹灯籠
の灯が、静寂な夜に揺れる幻想的な光景をお楽
しみください。
とき／１２月１日（土）・２日（日）
１６時３０分～２０時３０分（入場は２０時まで）
ところ／江川邸（伊豆の国市韮山韮山１）
その他／韮山駅からシャトルバスを随時運行
問合せ／伊豆の国市農業振興課
☎055（949）6813

【伊豆の国市】
❖竹灯籠（たけとうろう）まつり

とき／12月22日（土）
開場17時30分　開演18時
ところ／韮山時代劇場（伊豆の国市四日町772）
指揮／杉山 義紀
曲目／アルセナール、天城越え、ほか
その他／入場無料です。なお、駐車場には限り
がありますので、公共交通機関を使ってお越し
ください。
問合せ／伊豆中央高等学校☎055（949）4771

とき／平成25年２月17日（日）９時～
ところ／県下田総合庁舎（下田市中531-1）
試験内容／知識試験、適性試験、技能試験
免許の種類／わな猟
手数料／5,200円
（法律により一部免除される場合は3,900円）
申込期間／
12月17日（月）～平成25年１月18日（金）
申込み・問合せ／県東部農林事務所森林整備課
☎055(920)2169

❖自衛官募集
防衛省自衛隊各種試験のご案内
募集職種／貸費学生（技術）
応募資格／大学の理学部・工学部の３・４年次（２６
歳未満）、大学院修士課程在学（２８歳未満）
受付期間／
１２月１日（土）～平成２５年１月１１日（金）
採用試験日／平成２５年１月２６日（土）
※応募資格の年齢は、平成２５年４月１日現在と
　します。
問合せ／自衛隊静岡地方協力本部三島募集案
内所☎０５５（９８９）９１１１

　東日本大震災復興支援の一環として『陸前高
田市図書館ゆめプロジェクト』へ協力するため、
古本を回収します。
　不要になった本がありましたら、ご協力をお
願いします。なお、雑誌、百科事典、コンビニコ
ミック、個人出版本などお受け取りできない本
もありますのでご了承ください。
回収日／１２月１５日（土）１０時～１８時
回収場所／駅前コミュニティ会館
問合せ／伊豆市商工会修善寺支所☎（72）2111

❖放送大学 平成25年度1学期生
募集のお知らせ（4月入学）
　放送大学は、テレビなどの放送を利用して授
業を行う通信制の大学です。心理学、福祉、経
済、歴史、文学、自然科学など幅広い分野を学ぶ
ことができます。
　資料を無料でお送りしますので、お気軽にお
問い合わせください。
出願期限／平成２５年2月28日（木）
申込み・問合せ／放送大学静岡学習センター
☎055（989）1253
※ホームページでも受け付けています。
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